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『
東
洋
研
究
』
第
二
一
六
号＜

抜
刷＞

令
和
二
年
七
月
二

五

日

大
東
文
化
大
学
東
洋
研
究
所

高
　
木
　
ゆ
み
子

狂
歌
と
出
典

─「T
résors de lʼestem

pe japonaise SU
RIM

O
N

O

（
日
本
浮
世
絵
版
画
の
至
宝
　
摺
物
）』

に
お
け
る
狂
歌
の
翻
訳
を
め
ぐ
っ
て
─
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は
じ
め
に

一
、『
摺
物
』
に
み
る
狂
歌

二
、
古
典
と
の
関
連
性

む
す
び

は
じ
め
に

　

筆
者
は
、
二
〇
一
九
年
二
月
よ
り
パ
リ
在
住
美
術
収
集
家
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
レ
ス
コ
ヴ
ィ
ッ
チ Jerzy Leskow

icz

氏
蒐
集
の
摺
物
の

出
版
「T

résors de l'estem
pe japonaise SU

RIM
O

N
O

（『
日
本
浮
世
絵
版
画
の
至
宝　

摺
物
』）（
以
下
『
摺
物
』
と
略
称（

（
（

）
の

狂
歌
と
出
典

─
「T

résors de lʼestem
pe japonaise SU

RIM
O

N
O

（
日
本
浮
世
絵
版
画
の
至
宝
　
摺
物
）』

に
お
け
る
狂
歌
の
翻
訳
を
め
ぐ
っ
て
─

高　

木　

ゆ
み
子
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出
版
に
携
わ
っ
た
。筆
者
の
担
当
は
、摺
物
の
画
面
上
の
狂
歌
等
詩
歌
の
フ
ラ
ン
ス
語
訳
と
そ
れ
に
伴
っ
て
必
要
な
場
合
の
翻
刻
で
あ
っ

た
。
解
説
は
ジ
ュ
ヌ
ヴ
ィ
エ
ー
ヴ
・
ア
イ
ト
ケ
ンGeneviève A

itken

女
史
、
年
代
・
画
師
・
工
房
・
連
・
揃
い
物
の
名
称
等
の
確
認
、

原
本
に
表
題
の
な
い
場
合
の
表
題
の
命
名
等
の
統
括
は
、
河
金
俊
子
女
史
の
担
当
と
な
っ
た
。

　

翻
訳
に
際
し
、
い
く
つ
か
の
問
題
点
、
時
に
は
解
決
不
可
能
な
点
も
出
て
き
た
。
日
本
も
し
く
は
東
洋
特
有
の
風
習
、
例
え
ば
干
支
・

恵
方
参
り
・
小
松
引
き
な
ど
は
、
解
説
に
依
存
す
る
部
分
も
あ
っ
た
。

　

さ
ら
に
困
難
で
あ
っ
た
の
は
、
古
典
に
準
拠
し
た
作
品
で
あ
っ
た
。
狂
歌
が
掛
詞
・
本
歌
取
り
・
見
立
て
等
で
、
重
層
的
な
意
味
を

持
ち
、
日
本
や
中
国
の
古
典
を
背
景
に
し
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
す
べ
て
の
意
味
を
フ
ラ
ン
ス
語
の
訳
に
反
映
す
る
こ
と
は
不
可
能
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
対
応
す
る
フ
ラ
ン
ス
語
の
選
定
以
前
の
問
題
と
し
て
訳
そ
う
と
す
る
狂
歌
が
、
少
な
く
と
も
出
典
と
い
か
に
関
連

し
て
い
る
か
と
い
う
点
を
考
察
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
拙
稿
で
は
『
摺
物
』
所
収
の
作
品
に
つ
い
て
、
そ
の
一
部
を
古
典
と
の
関
係
に
お
い
て
紹
介
し
て
み
た
い
。

　

も
と
よ
り
対
象
が
個
人
蒐
集
品
の
一
部
と
い
う
こ
と
で
、
本
稿
は
摺
物
の
狂
歌
全
般
に
つ
い
て
の
考
察
で
は
な
い
こ
と
を
、
最
初
に

こ
と
わ
っ
て
お
き
た
い
。

　

今
回
の
出
版
に
際
し
て
は
、
レ
ス
コ
ヴ
ィ
ッ
チ
氏
の
蒐
集
品
の
中
か
ら
１
６
５
枚
の
作
品
が
精
選
さ
れ
た
。
詩
歌
作
品
の
な
い
絵
画

の
み
の
作
品
が
５
枚（

（
（

。
番
組
表
が
５
枚（

（
（

。
画
面
上
か
ら
判
読
の
困
難
な
も
の
を
除
い
て
１
５
４
枚
、
３
３
４
首
の
詩
歌
作
品
が
翻
訳
の

対
象
と
な
っ
た
。
摺
物
の
図
柄
に
伴
っ
て
印
刷
さ
れ
て
い
る
作
品
の
ほ
と
ん
ど
が
狂
歌
で
あ
る
が
、
漢
詩
・
旋
頭
歌
・
俳
諧
も
少
数
入
っ

て
い
る
。

　

一
枚
の
摺
物
に
、
一
首
か
ら
数
首
の
狂
歌
、
漢
詩
・
旋
頭
歌
・
俳
句
等
が　

書
き
込
ま
れ
て
い
る
場
合
も
多
く
、
翻
訳
に
際
し
て
は
、
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紙
面
の
都
合
も
あ
り
極
端
に
数
の
多
い
場
合
に
限
っ
て
、
そ
の
一
部
の
み
を
撰
ん
で
訳
す
こ
と
と
な
っ
た（

（
（

。

一
、『
摺
物
』
に
み
る
狂
歌

　

摺
物
と
は
、
木
版
に
よ
る
印
刷
物
の
総
称
で
あ
る
が
、
特
に
江
戸
時
代
、
非
売
品
と
し
て
贈
答
用
に
製
作
さ
れ
た
豪
華
版
の
木
版
画

を
指
す
。

　

一
般
に
摺
物
の
注
文
主
が
狂
歌
師
で
あ
る
場
合
に
は
、
画
面
に
図
柄
の
み
で
は
な
く
狂
歌
の
入
る
場
合
が
多
い
。
一
狂
歌
師
が
個
人

で
注
文
す
る
場
合（

（
（

と
、
数
人
特
に
「
連
」
と
呼
ば
れ
る
集
団
で
注
文
し
て
い
る
場
合
と
が
あ
る
。「
連
」
の
場
合
に
は
、
狂
歌
の
宗
匠

と
し
て
中
心
と
な
る
代
表
者
の
周
囲
に
複
数
の
狂
歌
師
が
集
ま
り
、
自
費
出
版
と
し
て
当
時
評
判
の
絵
師
に
発
注
し
、
完
成
し
た
作
品

は
仲
間
内
で
配
る
こ
と
と
な
る（

（
（

。
こ
の
経
緯
は
『
摺
物
』
所
収
作
品
に
お
い
て
も
同
様
と
思
わ
れ
る
。

　

富
裕
な
町
人
層
や
武
士
達
が
註
文
す
る
摺
物
は
、
採
算
を
考
慮
に
い
れ
て
い
な
い
た
め
印
刷
に
も
精
緻
な
技
巧
を
凝
ら
し
て
い
る
。

空
摺
り
に
よ
る
起
伏
、
暈
か
し
、
金
銀
粉
も
使
用
し
た
多
色
摺
り
の
錦
絵
等
で
あ
る
。
商
売
用
の
浮
世
絵
と
異
な
り
、
部
数
も
五
十
部

か
ら
百
部
ほ
ど
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
殆
ど
が
ほ
ぼ
20
㎝
四
方
の
正
方
形
の
色
紙
版
で
あ
る
。
中
に
は
横
中
版
や
長
版（

（
（

と
呼
ば
れ
る
横

長
の
版
、
ま
れ
に
上
下
二
枚
続
き
で
縦
長
の
形（

（
（

も
含
ま
れ
る
。
ま
た
番
組
表
の
場
合
は
、
一
度
上
下
に
二
つ
折
り
し
て
か
ら
さ
ら
に
横

に
折
り
畳
む
た
め
、
上
側
の
画
面
と
下
側
の
文
字
部
分
と
が
逆
さ
ま
に
印
刷
さ
れ
て
い
る
。

　

図
柄
は
一
枚
だ
け
で
完
結
す
る
例
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
が
、
中
に
は
、
同
じ
題
材
の
画
面
を
数
枚
に
分
け
て
組
合
せ
と
な
っ
て
い
る

も
の
が
あ
る（

（
（

。
ま
た
、
よ
り
頻
繁
に
見
ら
れ
る
形
式
と
し
て
は
、
揃
物
と
し
て
同
じ
主
題
で
、
題
材
内
容
を
変
え
て
一
揃
い
と
し
て
制
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作
さ
れ
た
作
品
群
も
あ
る
。『
摺
物
』
に
そ
の
一
部
が
所
収
さ
れ
て
い
る
作
品
で
は
、
後
述
す
る
岳
亭
春
信
画
「
本
朝
二
十
四
孝
」、
葛

飾
北
斎
画
「
元
禄
歌
仙
貝
合（

（1
（

」「
馬
尽
く
し（

（1
（

」
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

ど
ち
ら
の
場
合
も
絵
師
は
、
全
て
同
一
人
物
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
趣
味
性
が
強
い
こ
と
か
ら
、社
会
的
に
も
経
済
的
に
も
繁
栄
し
た
宝
暦
十
年
（
一
七
六
〇
）
頃
か
ら
、天
保
（
一
八
三
〇

─
一
八
四
三
）・
弘
化
（
一
八
四
四
─
一
八
四
七
）
年
間
ま
で
ほ
ぼ
百
年
間
に
質
量
と
も
最
も
盛
ん
に
創
作
さ
れ
、そ
の
後
衰
退
し
て
い
っ

た
。

　

内
容
は
、
摺
物
発
展
の
契
機
と
な
っ
た
絵
暦
、
新
春
の
挨
拶
（
歳
旦
摺
物
）、
商
品
宣
伝
、
遊
郭
・
遊
女
評
判
、
歌
舞
伎
役
者
等
の

襲
名
披
露
挨
拶
状
、
役
者
似
顔
絵
、
浄
瑠
璃
そ
の
他
歌
舞
演
芸
な
ど
の
番
組
表
等
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
、
摺
物
の
画
面
と
狂
歌
（
漢
詩
・
旋
頭
歌
等
）
の
関
係
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。

　

両
者
は
、
き
わ
め
て
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
例
も
あ
れ
ば
、
ほ
と
ん
ど
繋
が
り
の
見
つ
け
ら
れ
な
い
例
も
あ
る
。
狂
歌
が
数
首
記

さ
れ
て
い
る
場
合
で
は
、
そ
の
う
ち
の
一
首
に
よ
り
近
い
図
柄
、
も
し
く
は
全
体
に
共
通
の
図
柄
と
な
る
。

　

摺
物
全
体
の
中
で
も
大
き
な
割
合
を
し
め
る
歌
舞
伎
役
者
を
図
柄
と
し
た
場
合
に
は
、
役
者
へ
の
賛
辞
が
主
題
と
な
っ
て
い
る
た

め
、関
連
づ
け
は
比
較
的
容
易
で
あ
る
。
た
だ
し
、画
面
の
歌
舞
伎
の
題
名
と
狂
歌
と
が
一
致
し
な
い
場
合
も
あ
り
得
る
。
本
稿
で
は
、

歌
舞
伎
に
関
連
し
た
作
品
は
、
考
察
の
対
象
と
し
な
か
っ
た
。『
摺
物
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
歌
舞
伎
関
係
の
作
品
の
一
覧
を
本
稿
末

の
注
に
掲
げ
る
の
み
と
し
た（

（1
（

。

　

狂
歌
師
の
名
は
、
す
べ
て
号
で
あ
る
。
そ
の
一
部
だ
け
の
場
合
、
庵
号
・
斎
号
な
ど
を
伴
っ
て
す
べ
て
掲
載
す
る
場
合
が
両
用
さ
れ

て
い
る
。『
摺
物
』
の
狂
歌
師
の
多
く
は
、
比
較
的
無
名
に
近
い
よ
う
で
あ
る
。
尤
も
連
の
中
心
と
な
る
よ
う
な
代
表
的
な
人
物
、
四
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方
歌
垣
真
顔
・
森
羅
亭
萬
象
・
秋
長
堂
物
簗
・
芍
薬
亭
長
根
等
も
含
ま
れ
て
い
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
本
稿
で
は
、
狂
歌
の
作
者
名
は
、

狂
歌
の
後
に
作
品
の
記
載
通
り
と
し
た
。

　

ま
た
各
作
品
に
つ
い
て
は
、『
摺
物
』
の
体
裁
に
し
た
が
い
、
作
品
は
画
師
の
名
を
冠
し
、
原
本
の
表
題
を
カ
ギ
括
弧
で
、
原
本
に

表
題
が
無
い
場
合
は
『
摺
物
』
編
集
に
際
し
新
た
に
選
定
さ
れ
た
表
題
を
角
括
弧
で
示
し
た
。

　
『
摺
物
』
所
収
作
品
の
絵
師
は
、
以
下
の
全
二
十
六
名
で
あ
る
。

・
渓
斎
英
泉
（
１
７
９
０
─
１
８
４
８　

活
動
時
期
１
８
１
０
─
１
８
２
０
）

・
菊
川
英
山
（
１
７
８
７
─
１
８
６
７
）

・
八
島
岳
亭
ま
た
は
岳
亭
春
信
（
１
７
８
６
頃
─
１
８
６
８　

活
動
時
期
１
８
１
５
─
１
８
５
２
）

・
砂
山
五
清
（
活
動
時
期　

１
８
１
０
─
１
８
２
０
）

・
歌
川
広
重
（
１
７
９
７
─
１
８
５
８　

活
動
時
期
１
８
１
４
以
降
）

・
魚
屋
北
渓
（
１
７
８
０
─
１
８
５
０　

活
動
時
期
１
７
９
９
以
降
）

・
蹄
斎
北
馬
（
１
７
７
１
─
１
８
４
４　

活
動
時
期
１
７
９
８
─
１
８
４
２
）

・
葛
飾
北
斎
（
１
７
６
０
─
１
８
４
９　

活
動
時
期
１
７
９
９
以
降
）

・
葵
岡
渓
栖
（
１
８
１
８
─
１
８
４
４　

活
動
時
期
１
８
３
２
以
降

・
鳥
居
清
長
（
１
７
５
２
─
１
８
１
５
）

・
歌
川
國
丸
（
１
７
９
４
─
１
８
２
９
）

・
歌
川
国
貞
（
１
７
８
６
─
１
８
６
４　

活
動
時
期
１
８
０
７
以
降
）
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・
歌
川
国
芳
（
１
７
９
７
─
１
８
０
１
）

・
歌
川
貞
景
（
活
動
時
期
１
８
１
８
頃
─
１
８
４
４
）

・
柳
川
重
信
（
１
７
８
７
頃
─
１
８
３
２
）

・
二
代　

柳
川
重
信
（
活
動
時
期
１
８
２
４
─
１
８
６
０
）

・
柳
々
居
辰
斎
（
１
７
６
４
頃
─
１
８
３
０　

活
動
時
期　

１
７
９
９
─
１
８
２
３
）

・
勝
川
春
英
（
１
７
６
２
─
１
８
１
９
）

・
二
代　

速
水
春
暁
斎　
（
？
─
１
８
６
８
）

・
窪
俊
満　
（
１
７
５
７
─
１
８
２
０　

活
動
時
期
１
７
８
０
以
降
）

・
勝
川
春
亭
（
１
７
７
０
─
１
８
２
０
）

・
菱
川
宗
理　
（
活
動
時
期　

１
７
９
７
─
１
８
１
３
）

・
二
代　

葛
飾
戴
斗
（
活
動
時
期　

１
８
１
０
頃
─
１
８
５
３
）

・
歌
川
豊
廣
（
１
７
７
３
─
１
８
２
９
）

・
歌
川
豊
国
（
１
７
６
９
─
１
８
２
５　

活
動
時
期
１
７
８
６
以
降
）

・
凌
雲
亭
和
海
（
？
─
？
）
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二
、
古
典
と
の
関
連
性

　
『
摺
物
』
所
収
作
品
に
み
ら
れ
る
狂
歌
そ
の
他
詩
歌
作
品
と
古
典
と
の
関
連
を
、仮
に
以
下
の
よ
う
な
観
点
か
ら
考
察
し
て
み
た
い
。

○
古
典
か
ら
題
材
を
と
っ
て
い
る
。

出
典
と
し
た
古
典
を
摺
物
の
表
題
と
し
て
明
示
し
て
い
る
。

狂
歌
も
図
柄
も
そ
の
内
容
に
忠
実
に
添
っ
て
い
る
場
合
。

狂
歌
は
古
典
の
内
容
と
関
連
性
が
薄
い
か
見
い
だ
せ
な
い
が
、
図
柄
は
忠
実
で
あ
る
場
合
。

狂
歌
は
古
典
の
内
容
と
一
致
し
て
い
る
が
、
図
柄
は
忠
実
で
な
い
場
合
。

古
典
の
内
容
に
は
狂
歌
も
図
柄
も
関
係
は
な
い
場
合
。

出
典
と
し
た
古
典
を
明
示
し
て
い
な
い
。

〇
本
歌
取
り
。

○
特
定
の
古
典
を
指
定
で
き
な
い
が
、
宮
廷
文
化
へ
の
憧
れ
が
背
景
と
な
っ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
作
品
群
。

　

な
お
、
以
上
古
典
に
関
連
し
た
『
摺
物
』
所
収
の
作
品
は
、
図
柄
の
上
か
ら
は
、
次
の
よ
う
に
分
類
で
き
る
。

〇
摺
物
の
作
ら
れ
た
時
代
（
江
戸
時
代
）
の
衣
装
・
風
俗
で
人
物
等
が
描
か
れ
て
い
る
。

〇
題
材
と
な
っ
た
古
典
の
時
代
の
人
物
の
衣
装
・
風
俗
で
描
か
れ
て
い
る
。

（
こ
れ
は
必
ず
し
も
平
安
朝
や
鎌
倉
時
代
、
中
国
古
代
等
出
典
作
品
の
背
景
と
な
っ
て
い
る
時
代
の
の
衣
装
・
風
俗
の
再
現
と
い

う
訳
で
は
な
い
。
江
戸
時
代
に
想
像
さ
れ
て
い
た
当
該
時
代
の
衣
装
・
風
俗
の
意
で
あ
る
。）
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た
だ
し
図
象
的
な
分
析
は
、
筆
者
の
任
で
は
無
い
た
め
最
小
限
に
留
め
た
い
と
思
う
。

岳
亭
春
信
画
「
本
朝
二
十
四
孝
」
と
狂
歌

　

古
典
か
ら
題
材
を
と
り
、
出
典
し
た
古
典
が
そ
の
ま
ま
摺
物
の
表
題
に
明
記
さ
れ
て
い
る
揃
え
物
の
例
と
し
て
、
ま
ず
岳
亭
春
信
画

「
本
朝
二
十
四
孝
」
を
あ
げ
ら
れ
る
。
岳
亭
春
信
は
、
八
島
岳
亭
の
画
号
の
一
つ
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
、
本
丁
連
に
よ
る
春
興
狂
歌
摺
物
。
文
政
年
間
（
一
八
一
八
─
一
八
三
〇
）
前
期
製
作
。
本
丁
連
の
最
初
の
主
宰
者
は
大
家

裏
住
で
あ
る
が
、
彼
の
名
は
本
連
作
に
見
い
だ
せ
な
い
。
ま
た
本
丁
連
の
主
宰
者
が
引
き
継
ぐ
と
さ
れ
る
屋
の
字（

（1
（

を
鳥
兼
が
名
乗
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
お
そ
ら
く
本
作
製
作
当
時
は
、
萩
の
屋
鳥
兼
が
代
表
者
と
思
わ
れ
る
。
揃
物
の
題
と
な
っ
て
い
る
「
本
朝
」
は
「
本

丁
」
に
も
通
じ
、
類
似
の
揃
物
「
葛
飾
二
十
四
将
」
同
様
、
連
の
名
前
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
。

　
『
摺
物
』
に
は
、「
丸
部
臣
明
麿　

続
日
本
後
紀
」・「
久
我
太
政
大
臣　

古
今
著
聞
集
」・「
大
江
挙
周　

著
聞
集
」・「
舞
女
微
妙　

東

鑑
」・「
本
間
資
忠　

太
平
記
」・「
鎌
倉
孝
子　

沙
石
集
」・「
楠
帯
刀
正
行　

太
平
記
」
の
七
枚
が
収
め
ら
れ
て
い
る（

（1
（

。（
以
下
仮
に
（
一
）

か
ら
（
七
）
ま
で
番
号
を
付
け
る
。）

（
一
）
丸
部
臣
明
麿　
『
続
日
本
後
紀
』（
図
１
）

春
雨
の
め
ぐ
み
を
う
け
て
青
柳
の
み
と
り
い
や
ま
す
孝
屋
の
か
け　
　
　
　

槻
の
屋
成
津
良

春
く
れ
ハ
角
も
丸
部
に
む
つ
ま
し
く
親
に
み
せ
た
き
今
朝
の
若
柳　
　
　
　

玉
章
舎
文
庫

（
二
）
久
我
太
政
大
臣　
『
古
今
著
聞
集
』（
図
２
）

も
も
敷
の
大
宮
人
も
鶯
の
う
た
に
せ
は
し
き
春
の
こ
の
こ
ろ　
　
　
　
　
　

紀
楽
住
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図 １　岳亭春信　「本朝二十四孝　丸部臣明麿」

図 ２　岳亭春信　「本朝二十四孝　久我太政大臣」
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（
三
）
大
江
挙
周　
『
著
聞
集
』

若
松
も
老
た
る
松
も
み
と
り
し
て
か
ハ
ら
ぬ
は
る
と
な
る
そ
め
て
た
き　

宇
津
の
屋
巻
方

（
四
）
舞
女
微
妙　
『
東
鑑
』（
図
３
）

う
ら
ら
さ
に
蝶
は
羽
袖
を
か
へ
し
て
は
舞
つ
ゝ
し
た
ふ
花
の
か
そ
い
ろ　
　

萩
の
屋
鳥
兼

（
五
）
鎌
倉
孝
子　
『
沙
石
集
』

ゆ
つ
た
り
と
た
つ
春
の
日
の
長
は
か
ま
ひ
け
る
か
す
み
の
糸
の
し
つ
け
き　

磯
の
屋
直
成

（
六
）
本
間
資
忠　
『
太
平
記
』

先
陣
に
た
ち
し
か
す
み
も
つ
は
も
の
や
は
つ
日
か
け
そ
ふ
赤
坂
の
城　
　
　

左
祝
亭
喜
樽

（
七
）
楠
帯
刀
正
行　
『
太
平
記
』（
図
４
）

春
か
す
み
た
ち
し
姿
も
よ
し
の
山
ひ
と
き
ハ
め
た
つ
花
の
若
武
者　
　
　
　

竹
の
屋
虎
住

　

七
人
の
孝
子
の
出
典
に
よ
る
概
略
は
以
下
と
な
る
。

　
（
一
）『
続
日
本
後
記
』
仁
明
天
皇
の
嘉
祥
元
年
（
八
四
八
）
十
月
条
に
よ
る
と
、
丸
部
明
麻
呂
は
四
位
を
賜
り
終
身
田
租
を
免
除
さ

れ
た
。
彼
は
讃
岐
國
三
野
郡
丸
部
己
酉
成
の
子
で
あ
っ
た
が
、
十
八
歳
で
京
に
の
ぼ
り
功
労
多
く
、
本
郡
の
大
領
に
任
じ
ら
れ
る
と
こ

ろ
を
固
辞
し
て
父
親
に
譲
り
孝
養
を
尽
く
し
た
。
父
母
が
老
衰
に
及
べ
ば
、
そ
の
住
い
か
ら
十
里
ば
か
り
離
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
常
に
通
っ
て
世
話
を
し
て
い
た
。
そ
の
孝
行
に
よ
る
昇
進
賞
与
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。

　

狂
歌
第
一
首
に
は
「
孝
屋
」、
第
二
首
に
は
「
丸
部
」
と
そ
れ
ぞ
れ
主
題
に
添
っ
た
句
を
い
れ
、
二
首
と
も
季
節
は
春
と
し
て
い
る
。

丸
部
は
本
来
「
わ
に
べ
」
と
読
ん
だ
が
、
第
二
首
の
「
角
を
丸
部
に
」
は
、「
ま
る
」
の
意
を
含
ん
で
い
る
。
図
柄
は
、
老
夫
婦
の
い
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図 ３　岳亭春信　「本朝二十四孝　舞女微妙」

図 ４　岳亭春信　「本朝二十四孝　楠帯刀正行」
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る
家
屋
を
遠
景
に
、
明
麻
呂
を
前
景
に
描
い
て
い
る
。

　
（
二
）久
我
大
相
国
源
雅
実（
一
〇
五
九
～
一
一
二
七
）は
、村
上
源
氏
氏
長
者
。
六
条
右
大
臣
源
顕
房
と
中
納
言
源
隆
俊
女
の
嫡
男
。

実
妹
賢
子
が
白
河
天
皇
中
宮
と
し
て
寵
を
受
け
、
堀
河
天
皇
生
母
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
太
政
大
臣
に
ま
で
登
り
院
政
期
白
河
・
堀
河

宮
中
に
お
い
て
重
き
を
な
し
た
。
そ
の
幼
少
時
の
逸
話
で
あ
る
。

『
古
今
著
聞
集
』
巻
第
八
孝
行
恩
愛
第
十
「
久
我
大
相
國
雅
実
幼
少
の
時
外
祖
父
の
沓
を
懐
中
の
事
」

六
条
右
大
臣
、
隆
俊
中
納
言
と
大
内
を
見
あ
り
き
給
け
る
に
、
大
内
に
は
子
孫
の
殿
上
人
を
具
せ
ざ
る
人
は
、
は
だ
し
に
て
庭
を

あ
ゆ
む
と
こ
ろ
あ
ん
な
る
に
、久
我
大
相
國
幼
少
の
時
、両
人
の
沓
を
海
中
し
て
彼
所
に
て
は
か
せ
ら
れ
た
り
け
り
。
幼
少
の
人
、

外
祖
父
を
も
思
ひ
す
て
ら
れ
ざ
り
け
る
こ
と
、
あ
り
が
た
き
事
也
。
隆
俊
卿
感
涙
を
流
し
て
、
母
儀
の
も
と
に
行
て
、
悦
申
さ
れ

け
る
と
な
ん
。

　

狂
歌
は
、
沓
を
揃
え
て
呈
す
る
雅
実
に
は
直
接
触
れ
て
お
ら
ず
、
独
立
し
て
観
賞
で
き
る
。
典
拠
を
知
る
こ
と
に
よ
り
、
鶯
の
聲
に

春
の
訪
れ
を
知
り
、
庭
に
降
り
立
と
う
と
す
る
二
人
連
れ
の
大
内
人
に
、
六
条
右
大
臣
顕
房
と
隆
俊
卿
の
姿
を
重
ね
得
る
。
画
面
は
、

童
姿
の
雅
実
が
、
烏
帽
子
姿
の
二
人
の
貴
族
に
二
足
目
の
沓
を
揃
え
よ
う
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
左
側
の
や
や
年
輩
の
貴
族
が

隆
俊
で
あ
ろ
う
。

　

な
お
こ
の
逸
話
の
背
景
に
は
、
平
安
中
期
母
方
に
重
き
の
あ
っ
た
頃
と
異
な
り
、
江
戸
時
代
も
続
い
て
い
た
父
系
尊
重
の
始
ま
る
社

会
的
変
化
も
窺
え
る（

（1
（

。

（
三
）
大
江
挙
周
（
？
─
一
〇
四
六
）
は
、
文
章
博
士
大
江
匡
衡
男
。
母
は
赤
染
衛
門
で
あ
る
。

『
古
今
著
聞
集
』
巻
第
五
和
歌
第
六
「
大
江
挙
周
赤
染
衛
門
の
歌
に
よ
り
て
病
癒
ゆ
る
事
」
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江
挙
周
、
和
泉
の
任
さ
り
て
の
ち
、
病
お
も
か
り
け
り
。
住
よ
し
の
御
た
た
り
の
よ
し
を
き
ゝ
て
、
母
赤
染
衛
門
、
大
隅
守
赤
染

時
用
女
、
或
順
女
云
々
。

か
は
ら
む
と
い
の
る
命
は
お
し
か
ら
で
さ
て
も
わ
か
れ
ん
こ
と
ぞ
か
な
し
き

と
よ
み
て
、
み
て
ぐ
ら
に
か
き
て
彼
社
に
た
て
ま
つ
り
け
れ
ば
、
そ
の
夜
夢
に
白
髪
の
老
翁
あ
り
て
、
こ
の
弊
を
と
る
と
み
て
病

い
へ
ぬ
。

　

狂
歌
は
、
赤
染
衛
門
の
「
か
は
ら
む
」
に
応
じ
る
形
で
「
か
は
ら
ぬ
」
と
あ
り
、
大
江
家
が
続
く
歓
び
を
し
め
し
て
い
る
。

　

こ
の
後
母
赤
染
衛
門
が
自
ら
の
命
を
捧
げ
て
で
も
自
分
を
救
お
う
と
し
た
と
知
っ
た
挙
周
が
、
今
度
は
、
母
を
救
う
為
に
住
吉
神
社

に
参
籠
し
た
と
い
う
後
日
談
が
あ
る
。
母
子
の
想
い
に
感
じ
た
住
吉
の
神
の
お
か
げ
で
、
二
人
は
共
に
つ
つ
が
な
く
過
ご
す
こ
と
が
で

き
た
。
狂
歌
中
の
「
老
い
た
る
松
も
若
松
も
」
と
は
、
赤
染
衛
門
と
挙
周
を
指
す
と
も
解
さ
れ
る
。
ま
た
文
章
道
の
家
と
い
う
意
識
か

ら
で
あ
れ
ば
、
老
松
は
大
江
匡
衡
、
若
松
は
そ
の
子
大
江
挙
周
を
指
し
て
い
る
と
見
て
よ
い
。
図
柄
は
、
住
吉
大
社
の
太
鼓
橋
、
松
林
、

前
景
に
は
一
本
の
松
の
も
と
に
佇
む
烏
帽
子
狩
衣
の
貴
人
の
姿
で
あ
る
。

（
四
）
舞
女
微
妙
は
、
鎌
倉
時
代
冤
罪
を
蒙
り
、
東
北
に
流
さ
れ
た
父
親
の
消
息
を
知
る
た
め
に
東
に
下
り
、
将
軍
頼
家
の
前
で
舞
い
、

そ
の
沙
汰
に
よ
り
父
親
の
最
後
を
知
る
こ
と
の
で
き
た
孝
女
で
あ
る
。『
東
鑑
』
巻
十
七
建
仁
二
年
（
一
二
〇
五
）
条
に
は
、
以
下
の

記
述
が
あ
る
。

三
月
小　

八
日
癸
丑
。
御
所
御
鞠
。
此
會
連
日
礒
也
。
其
後
入
御
于
比
企
判
官
能
員
之
宅
。
庭
樹
花
盛
之
間
、兼
啓
案
内
之
故
也
。

爰
有
自
京
都
下
向
舞
女
。
号
微
妙
。
盃
酌
之
際　

被
召
出
之
、
歌
舞
盡
曲　

金
吾
頗
感
給
之
、
延
尉
申
云
，
此
舞
女
依
有
愁
訴
旨　

凌
山
河
参
向
、
早
直
前
被
尋
聞
食
者
、
金
吾
令
尋
其
旨
給
之
處
、
彼
女
落
涙
数
行
、
無
左
右
不
出
詞
、
恩
問
及
度
度
之
間
、
申
云
、



14

夫
建
久
年
中
、
父
右
兵
衛
尉
為
成
、
依
不
人
讒
為
宮
人
被
禁
獄
。
而
以
西
国
囚
人
、
為
給
奥
州
夷
、
被
放
遣
之
、
将
軍
家
雑
色
請

取
下
向
畢
。
為
成
在
其
中
。
母
不
堪
愁
歎
卒
去
。
其
時
我
七
歳
也
。
無
兄
弟
昵
懇
。
多
年
沉
孤
独
之
恨
、
漸
長
大
之
今
、
恋
慕
切

之
故
、
為
知
彼
存
亡
、
始
慣
當
道
，
而
赴
東
路
云
々
。
聞
之
輩
悉
催
悲
涙
。
速
遣
御
使
於
奥
州
可
被
尋
仰
之
由
、
有
其
沙
汰
。

　

狂
歌
は
、
蝶
が
花
を
か
そ
い
ろ
（
父
母
）
と
し
て
慕
っ
て
舞
う
と
い
う
内
容
で
、
微
妙
は
蝶
に
見
立
て
ら
れ
て
い
る
。
出
典
と
の
関

連
は
、
こ
の
見
立
て
に
依
っ
て
い
る
。
図
柄
は
、
烏
帽
子
を
付
け
た
舞
女
が
袖
を
翳
し
て
踊
る
姿
を
描
き
、
衣
装
は
と
も
か
く
出
典
の

内
容
に
忠
実
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　

な
お
『
東
鑑
』
に
よ
る
と
、
微
妙
に
は
、
後
日
談
が
あ
り
、
孝
女
談
と
い
う
ほ
か
に
、
若
い
女
性
の
出
家
遁
世
談
と
も
な
っ
て
い
る
。

乃
ち
、
こ
の
後
三
月
十
五
日
に
は
、
微
妙
は
頼
家
の
母
尼
御
前
北
条
政
子
の
前
で
舞
い
、
政
子
に
深
く
称
揚
さ
れ
た
。

　

八
月
五
日
，
奥
州
に
出
し
て
い
た
使
い
が
戻
り
微
妙
の
父
為
成
は
既
に
死
亡
し
て
い
る
こ
と
が
伝
え
ら
れ
た
。
同
月
十
五
日
、
微
妙

は
、
悲
嘆
の
あ
ま
り
栄
西
律
師
の
禅
坊
で
出
家
し
た
。
此
れ
を
哀
れ
ん
だ
政
子
は
、
自
ら
の
所
領
の
一
部
を
与
え
た
。
一
方
、
微
妙
に

は
、
古
郡
左
衛
門
尉
保
忠
が
通
っ
て
い
た
が
，
微
妙
の
出
家
は
保
忠
が
甲
斐
國
に
下
っ
て
い
る
間
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
廿
四
日
戻
っ
て

来
た
保
忠
は
、
事
の
次
第
に
憤
り
禅
坊
に
乱
暴
を
働
い
た
が
、
二
十
七
日
に
叱
責
さ
れ
た
。
微
妙
の
出
家
の
導
師
と
な
っ
た
栄
西
は
、

政
子
の
帰
依
を
受
け
て
お
り
、
栄
西
も
微
妙
も
庇
護
さ
れ
て
い
た
か
ら
と
さ
れ
る（

（1
（

。

（
五
）「
鎌
倉
孝
子
」
は
、
将
軍
頼
家
の
代
の
母
子
の
話
で
あ
る
。
一
人
の
母
が
子
に
打
擲
さ
れ
た
と
一
度
は
訴
え
、
そ
れ
を
冤
罪
に
も

関
わ
ら
ず
子
が
受
け
入
れ
た
た
め
、
そ
の
訴
え
を
取
り
下
げ
た
。
子
は
事
実
が
判
明
し
た
際
に
、「
母
親
が
虚
偽
の
訴
え
で
責
め
ら
れ

な
い
が
た
め
に
」
と
、
あ
え
て
重
罪
を
受
入
れ
た
理
由
を
語
っ
た
。
た
だ
し
、『
摺
物
』
所
収
の
作
品
で
は
、
図
柄
も
狂
歌
も
、
こ
の

母
子
の
逸
話
と
の
関
連
性
を
見
い
だ
す
こ
と
は
、
困
難
で
あ
る
。
画
面
前
方
に
狂
歌
の
「
長
袴
」
に
対
応
し
て
、
長
袴
を
履
い
た
武
士
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と
そ
の
前
に
平
頭
す
る
武
士
が
描
か
れ
て
い
る
。

（
六
）
本
間
資
忠
は
、『
太
平
記
』
巻
六　
「
赤
坂
合
戦
事
付
人
見
本
間
抜
懸
事
」
に
語
ら
れ
る
若
武
者
で
あ
る
。
北
朝
側
の
本
間
九
郎

資
貞
は
、老
兵
人
見
四
郎
入
道
恩
阿
と
と
も
に
、楠
正
成
の
守
る
赤
坂
城
へ
禁
じ
ら
れ
て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
抜
駆
け
を
し
て
果
て
た
。

両
者
に
随
っ
て
い
た
僧
侶
か
ら
父
の
首
級
を
受
け
と
っ
た
資
貞
嫡
男
資
忠
は
、
す
ぐ
さ
ま
父
の
後
を
追
お
う
と
し
、
一
度
は
僧
侶
に
諭

さ
れ
て
決
心
を
翻
し
た
か
に
み
え
た
が
、
結
局
父
の
弔
い
を
し
て
、
赤
坂
城
へ
駆
け
つ
け
て
果
て
る
。

　

そ
の
途
上
大
坂
四
天
王
寺
の
石
の
鳥
居
の
右
の
柱
に
、
右
の
小
指
を
喰
切
っ
て
そ
の
血
で
一
首
を
書
き
付
け
た
。

マ
テ
シ
バ
シ
子
ヲ
思
フ
闇
ニ
迷
フ
ラ
ン
六
ノ
街
ノ
道
シ
ル
ベ
セ
ン

相
模
國
ノ
住
人
本
間
九
郎
資
貞
嫡
子
、
源
内
兵
衛
資
忠
生
年
十
八
歳
、
正
慶
二
年
仲
春
二
日
、
父
ガ
死
骸
ヲ
枕
ニ
シ
テ
、
同
戦
場

ニ
命
ヲ
止
メ
畢
ヌ

　

摺
物
の
狂
歌
に
は
、
初
句
に
「
せ
ん
じ
ん
」、
資
忠
を
暗
示
す
る
「
つ
わ
も
の
」
さ
ら
に
当
時
、「
太
平
記｣

読
み
等
で
民
間
に
広
く

知
ら
れ
て
い
た
「
赤
坂
の
城
」
の
語
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。『
太
平
記
』
で
は
仲
春
二
月
の
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
が
、「
は
つ
日
か
け
」

に
よ
り
新
春
の
意
が
含
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
「
赤
坂
合
戦
事
付
人
見
本
間
抜
懸
事
」
で
は
「
マ
ダ
宵
ヨ
リ
打
立
ッ
テ
」「
朝
霧
ノ
晴
レ

間
ヨ
リ
」「
早
旦
ヨ
リ
向
テ
名
乗
レ
ド
モ
」「
今
朝
此
城
ニ
向
テ
打
死
シ
テ
候
ツ
ル
」
等
々
、
早
朝
の
時
刻
が
強
調
さ
れ
、
狂
歌
も
そ
れ

に
準
じ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
図
柄
は
、
遠
景
に
赤
坂
城
を
望
み
、
手
前
に
石
の
鳥
居
、
若
武
者
を
画
き
、『
太
平
記
』
の
記
述
に
忠

実
で
あ
る
。

（
七
）
忠
臣
楠
政
成
男
正
行
は
、父
の
戦
死
し
た
湊
川
の
戦
い
当
時
は
、十
一
才
（
十
三
才
と
も
）
で
合
戦
に
加
わ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
が
、
亡
父
の
遺
命
（『
太
平
記
』「
桜
井
の
別
れ
」）
を
守
り
、
成
人
の
後
は
南
朝
方
と
し
て
河
内
を
中
心
に
奮
戦
し
て
い
た
。
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『
太
平
記
』
巻
二
十
六　
「
正
行
参
吉
野
事
」
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。

京
勢
如
雲
霞
淀
・
八
幡
二
著
ヌ
ト
聞
へ
シ
カ
バ
、
楠
帯
刀
正
行
・
舎
弟
正
時
一
族
打
連
テ
、
十
二
月
廿
七
日
芳
野
ノ
皇
居
ニ
参
ジ

（
後
略
）

　

住
吉
合
戦
に
勝
利
を
得
た
あ
と
、
北
朝
の
反
撃
を
控
え
貞
和
三
年
（
一
三
四
七
）
暮
、
舎
弟
正
時
と
と
も
に
南
朝
吉
野
に
参
じ
後
村

上
天
皇
に
最
後
の
暇
乞
い
を
す
る
。
つ
い
で
政
行
は
、
後
醍
醐
天
皇
陵
へ
参
拝
し
、
如
意
輪
堂
に
詣
で
扉
に
次
の
時
世
の
歌
を
鉃
で
刻

ん
だ
。（
歌
で
は　
「
入
る
」
と
「
射
る
」
が
掛
詞
と
な
っ
て
い
る
。）

か
え
ら
じ
と
か
ね
て
お
も
え
ば
梓
弓
な
き
あ
と
に
入
る
名
を
ぞ
と
ど
む
る

　

正
行
は
、
更
に
髻
を
切
っ
て
仏
殿
に
投
げ
入
れ
覚
悟
を
示
し
、
直
ち
に
吉
野
を
降
り
敵
陣
へ
向
か
っ
た
。

　

続
く
「
四
条
縄
手
合
戦
事
付
上
山
討
死
事
」
に
は
、
翌
年
正
月
五
日
四
条
縄
手
（
現
大
阪
）
の
合
戦
で
、
北
朝
室
町
幕
府
高
師
直
・

師
泰
兄
弟
の
大
軍
を
相
手
に
奮
戦
す
る
正
行
の
姿
が
活
写
さ
れ
る
。
正
行
は
師
直
の
身
代
わ
り
と
な
っ
て
討
た
れ
た
上
山
六
郎
左
衛
門

を
敵
な
が
ら
も
称
賛
す
る
情
け
を
知
る
武
士
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
同
日
「
楠
正
行
最
期
事
」
に
お
い
て
、
正
行
は
正
時
と
刺
し
違

え
て
果
て
る
。
享
年
二
十
二
歳
と
さ
れ
る
。

　

摺
物
興
盛
以
前
、
す
で
に
正
保
二
年
（
一
六
四
五
）
大
運
院
陽
翁
法
華
法
印
日
応
『
太
平
記
評
判
秘
伝
理
尽
鈔
』
著
は
楠
流
兵
法
の

基
本
書
と
し
て
武
士
の
間
に
広
ま
っ
て
い
た
。『
太
平
記
』
自
体
も
、
貞
享
～
元
禄
年
間
（
一
六
八
四
～
一
七
〇
四
）
に
は
、
太
平
記

読
み
に
よ
っ
て
盛
ん
に
講
釈
さ
れ
、（
六
）
の
資
忠
の
物
語
も
含
め
赤
坂
城
攻
防
等
一
連
の
楠
正
成
・
正
行
の
物
語
は
、
民
間
に
も
広

く
知
ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
『
太
平
記
』
の
後
を
受
け
て
、講
釈
に
よ
り
民
間
に
評
判
を
博
し
た
『
太
閤
記
』
巻
十
六
に
も
、

天
正
十
年
（
一
五
八
二
）
二
月
末
の
豊
臣
秀
吉
の
吉
野
観
桜
の
段
で
、
吉
野
・
桜
・
武
士
が
関
連
し
て
登
場
す
る
。
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花
は
桜
木
人
は
武
士
と
は
誰
が
い
い
初
め
し
言
の
葉
ぞ
・
・
・（
中
略
）・
・
・

さ
て
そ
の
翌
日
又
山
上
の
花
を
め
ぐ
り
見
て
、
上
の
蔵
王
堂
に
て
読
め
る
歌
、

か
へ
ら
じ
と
お
も
ふ
家
路
を
入
あ
ひ
の
鐘
こ
そ
花
の
う
ら
み
な
り
け
れ

　

山
田
孝
雄
著
『
櫻
史
』
の
校
訳
に
お
い
て
山
田
忠
雄
氏
は
、
上
記
豊
臣
秀
吉
の
歌
を
以
下
の
よ
う
に
正
行
と
関
連
づ
け
て
解
説
す

る（
（1
（

。「
帰
ら
じ
と
兼
ね
て
お
も
へ
ば
」
の
歌
を
此
の
堂
に
遺
し
て
壮
烈
な
討
死
を
遂
げ
た
彼
の
正
行
の
遺
跡
を
偲
び
、
天
下
の
名
花
を

目
の
あ
た
り
に
す
る
と
、
も
う
家
に
帰
ろ
う
と
い
う
気
持
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

　

摺
物
の
流
行
っ
た
時
代
に
は
、
狂
歌
に
お
け
る
よ
う
に
「
春
か
す
み
た
つ
」「
吉
野
」「
花
（
の
若
武
者
）」
と
楠
正
行
を
示
す
背
景

が
で
き
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

図
柄
に
は
、
実
際
に
は
桜
の
咲
く
季
節
と
は
い
え
な
い
歳
末
が
舞
台
と
な
る
『
太
平
記
』
の
記
述
と
は
異
な
り
、
空
摺
の
技
術
で
満

開
の
櫻
が
浮
き
上
が
っ
て
見
え
る
。

　

江
戸
時
代
に
は
、
中
国
元
代
郭
居
敬
編
纂
『
二
十
四
孝
』
が
仮
名
草
紙
と
し
て
普
及
し
て
お
り
、
そ
れ
に
な
ら
っ
た
浅
井
了
意
（
？

─
一
六
九
一
）編『
大
倭
二
十
四
孝
』が
二
十
四
巻
十
二
冊
で
寛
文
五
年（
一
六
六
五
）刊
行
さ
れ
た
。
同
書
は
、元
禄
十
一
年（
一
六
九
八
）

再
刊
、
菱
川
師
宣
挿
画
の
別
版
も
出
た
。
還
俗
し
た
と
は
い
え
僧
侶
で
あ
っ
た
浅
井
了
意
に
対
し
、
儒
学
の
立
場
か
ら
も
朱
子
学
者
藤

井
懶
斎
（
一
六
二
八
─
一
七
〇
九
）
が
、貞
享
元
年
（
一
六
八
四
）『
本
朝
孝
子
伝
』
を
、漢
文
体
で
刊
行
し
た
。
狩
野
永
敬
（
一
六
六
二

─
一
七
〇
二
）
に
よ
る
半
丁
一
図
当
て
の
挿
図
も
入
り
、
巻
末
に
は
出
典
と
な
っ
た
古
典
名
も
掲
げ
て
い
る
。
本
作
品
は
、
好
評
に
つ

き
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）
に
は
漢
文
体
を
仮
名
に
改
め
た
『
仮
名
本
本
朝
孝
子
伝
』
と
し
て
出
版
さ
れ
、
一
層
普
及
し
た
。
摺
物
が
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盛
ん
と
な
る
ほ
ぼ
一
世
紀
前
か
ら
、
孝
子
伝
は
、
文
章
と
絵
に
お
い
て
広
く
称
揚
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
『
摺
物
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
本
朝
連
に
よ
る
春
興
狂
歌
摺
物
「
本
朝
二
十
四
孝
」
も
、
こ
の
一
連
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
狂
歌
も

図
柄
も
表
題
の
古
典
に
準
拠
し
て
い
る
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
た
だ
し
、
引
用
し
た
狂
歌
に
は
、
す
べ
て
「
春
興
」
と
し
て
祝
意

が
こ
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
よ
う
。
そ
の
た
め
独
立
し
た
観
賞
、
随
っ
て
翻
訳
も
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

『
枕
草
紙
』・『
源
氏
物
語
』・『
平
家
物
語
』
と
狂
歌

　
『
摺
物
』
所
収
作
品
の
狂
歌
に
は
、代
表
的
な
日
本
の
古
典
『
源
氏
物
語
』・『
枕
草
紙
』・『
平
家
物
語
』
も
出
典
作
品
と
な
っ
て
い
る
。

た
だ
し
、
狂
歌
・
図
柄
と
の
関
連
性
は
、
同
じ
作
品
に
お
い
て
も
異
な
っ
て
い
る
。

　

ま
ず
『
枕
草
紙
』
に
関
連
す
る
三
枚
の
摺
物
を
紹
介
す
る
。

・
魚
屋
北
溪
画
［
官
女
と
鶏
］（
図
５
）

消
え
の
こ
る
み
ね
の
白
雪
花
と
見
て
を
簾
を
か
か
く
る
春
の
あ
け
ほ
の　
　

春
園
三
千
蔭

逢
坂
の
関
の
鶏
羽
た
き
て
う
た
へ
は
こ
ゆ
る
は
る
の
は
つ
風　
　
　
　
　
　

篶
垣
志
蔦

　

表
題
は
、
原
本
に
は
な
く
図
柄
か
ら
付
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

狂
歌
第
一
首
は
『
枕
草
紙
』
第
二
八
〇
段
「
雪
の
い
と
た
か
う
降
た
る
を
」
に
基
づ
い
て
い
る
。
こ
の
段
自
体
が
、
周
知
の
よ
う
に

『
和
漢
朗
詠
集
』
山
家
に
も
所
収
さ
れ
平
安
貴
族
に
な
じ
み
の
深
か
っ
た
『
白
氏
文
集
』
十
六
の
詩
「
香
炉
峯
下
」
の
次
の
対
句
を
眼

目
と
し
て
い
る
。

遺
愛
寺
鐘
欹
枕
聴
、
香
炉
峯
雪
撥
簾
看
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ま
た
、
第
五
句
「
春
の
あ
け
ぼ
の
」
は
、
同
じ
『
枕
草
紙
』
冒
頭

「
春
は
あ
け
ぼ
の
」
を
引
い
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

　

第
二
首
の
本
歌
は
、『
後
拾
遺
集
』
雑
二
９
０
２
『
百
人
一
首
』

所
収
歌
。

（
本
歌
）
よ
を
込
め
て
鳥
の
そ
ら
ね
は
は
か
る
と
も
よ
に
お
お
さ

か
の
関
は
ゆ
る
さ
じ　
　

清
少
納
言

　

清
少
納
言
の
本
歌
自
体
が
、『
史
記
』
に
お
け
る
孟
嘗
君
の
函

谷
関
の
故
事
に
準
拠
し
て
い
る
。

『
後
拾
遺
集
』
詞
書
き
に
よ
れ
ば
、
大
納
言
行
成
に
「
越
え
る
こ

と
は
で
き
な
い
」
と
答
え
た
逢
坂
の
関
を
、
春
風
が
越
え
る
こ
と

に
よ
り
、
狂
歌
に
不
可
欠
な
春
興
の
意
が
込
め
ら
れ
て
い
る

　

上
記
の
例
に
反
し
て
原
本
に
古
典
と
し
て
の
『
枕
草
紙
』
を
表

題
と
し
て
い
る
が
、
狂
歌
や
図
柄
が
そ
の
出
典
作
の
内
容
に
は
関

係
は
な
い
場
合
が
あ
る
。

　

以
下
二
例
は
、『
枕
草
子
』
の
内
容
に
は
触
れ
ず
、「
も
の
つ
く

し
」
と
い
う
形
式
を
真
似
し
て
い
る
。

・
蹄
斎
北
馬
画
［
白
拍
子
の
舞
］

図 ５　魚屋北渓　「官女と鶏」
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「
枕
草
紙
」
め
て
た
き
も
の　

か
ら
に
し
き　

か
さ
り
た
ち

す
こ
も
り
の
と
こ
や
み
も
は
や
明
わ
た
る
神
代
の
春
の
初
と
り
の
聲　
　
　
　

菅
笠
園
静
枝

廻
文

咲
る
か
ら
草
む
ら
を
す
ら
此
花
は
も
こ
ら
ず
を
ら
む
さ
く
ら
か
る
け
さ　
　
　

随
日
園
勝
長

　
［
白
拍
子
の
舞
］
は
、『
摺
物
』
編
集
過
程
で
付
け
ら
れ
た
表
題
で
あ
る
。
原
本
に
は
、『
枕
草
紙
』
の
印
が
あ
り
、
揃
物
の
内
の
一

枚
と
思
わ
れ
る
。『
枕
草
子
』
第
八
十
四
段
冒
頭
「
め
で
た
き
物　

唐
錦　

か
ざ
り
太
刀
」
を
そ
の
ま
ま
表
題
と
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
第
一
首
の
狂
歌
は
、
寧
ろ
神
代
を
歌
い
、
表
題
と
は
直
接
関
係
が
な
く
、
む
し
ろ
前
記
『
百
人
一
首
』
撰
入
の
清
少
納
言

の
歌
を
思
わ
せ
る
。
ま
た
第
二
首
は
、
廻
文
で
歌
の
先
頭
か
ら
読
ん
で
も
最
後
か
ら
読
ん
で
も
同
じ
と
な
る
技
巧
的
な
作
で
あ
る
。
仏

訳
に
は
、
表
す
こ
と
が
不
可
能
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
図
柄
は
、
表
題
に
相
応
し
く
飾
り
太
刀
を
帯
び
唐
錦
を
纏
っ
た
舞
女
の
姿
を

描
い
て
い
る
。

・
魚
屋
北
溪
画
「
枕
草
紙
」「
こ
と
ご
と
な
る
も
の　

福
引
に
出
す
景
物
」（
図
６
）

ふ
く
引
に
ふ
と
と
り
得
た
る
お
多
福
や
ふ
え
を
ふ
か
せ
て
ふ
り
も
よ
く
舞
ふ　
　

宝
館
福
住

お
も
し
ろ
く
笑
ふ
門
に
ハ
ふ
く
ひ
き
の
縄
に
も
よ
り
を
か
け
て
と
ら
せ
ん　
　
　

杜
の
屋
仲
貫

二
首
の
狂
歌
は
、
ど
ち
ら
も
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
と
し
て
福
引
き
に
で
て
く
る
景
品
を
歌
っ
て
い
る
。
図
柄
も
俯
せ
て
置
い
た
お
多
福
の

面
、
筥
迫
、
舞
扇
と
お
ぼ
し
き
物
等
で
あ
る
。
表
題
の
「
こ
と
ご
と
な
る
も
の
」
は
現
存
す
る
『
枕
草
紙
』
に
は
、
み
あ
た
ら
な
い
。

二
首
の
狂
歌
と
図
柄
と
が
、
三
者
密
接
に
繋
が
り
つ
つ
、
古
典
の
内
容
と
は
直
接
関
係
の
な
い
例
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
『
枕
草
子
』
の
場
合
に
は
、
そ
の
形
式
「
も
の
つ
く
し
」
が
、
狂
歌
に
適
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。
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『
摺
物
』
に
は
、
表
題
に
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、『
源
氏
物
語
』

を
示
唆
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
作
品
が
三
作
含
ま
れ
る
。

・
魚
屋
北
渓
画
「
上
東
門
院
」（
図
７
）

花
ひ
ら
の
い
つ
ゝ
き
ぬ
き
し
梅
か
え
に
は
つ
日
の
匂
ふ
山
の

腰
か
な　
　
　
　
　

竜
雲
園
梅
房

も
の
か
た
り
つ
く
れ
と
あ
た
を
つ
み
に
し
て
代
々
に
花
さ
く

藤
式
部
か
な　
　
　

竜
花
園
梅
閭

鶯
の
ま
ろ
は
す
玉
の
春
の
葉
を
た
け
の
そ
う
ふ
に
た
て
ま
つ

れ
か
し　
　
　
　
　

連
日
葊
梅
員

　

原
本
は
紫
式
部
の
仕
え
た
上
東
門
院
の
名
を
題
と
し
て
い
る

が
、
狂
歌
三
首
に
う
ち
第
二
首
は
、
明
ら
か
に
紫
式
部
（
藤
式
部
）

自
身
と
『
源
氏
物
語
』（
物
語
）
を
示
唆
し
て
い
る
。
上
の
句
「
も

の
か
た
り
つ
く
れ
と
あ
た
を
つ
み
に
し
て
」
は
、
狂
言
綺
語
、
源

氏
供
養
と
い
う
江
戸
時
代
の
思
想
を
反
映
し
て
い
る
か
と
も
想
わ

れ
る
が
、
な
お
検
討
を
要
す
る
で
あ
ろ
う
。
第
一
首
の
「
い
つ
つ

衣
」
第
三
首
の
「
竹
の
園
生
」
も
宮
中
を
暗
示
し
て
い
る
。

　

図
柄
は
、
十
二
単
を
纏
っ
た
官
女
の
立
姿
で
あ
る
。

図 ６　魚屋北渓　「枕草子」
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・
魚
屋
北
渓
画
［
若
菜
］（
図
８
）

伽
羅
の
香
を
と
め
し
え
い
を
え
て
よ
め
る
若
菜
の
巻
は
上
下

も
あ
り　
　
　
　
　

芝
廼
門
真
種

小
簾
も
れ
て
に
ほ
ふ
初
音
の
玉
か
つ
ら
梅
か
や
し
な
ふ
庭
の

う
く
ひ
す　
　
　
　

清
明
亭
本
蓮

『
源
氏
物
語
』
の
巻
の
名
「
若
菜
」「
初
音
」「
玉
か
つ
ら
」
を
詠

み
こ
ん
で
い
る
。
第
一
首
は
「
若
菜
」
は
、
三
十
四
帖
三
十
五
帖

と
上
下
二
巻
と
な
っ
て
い
る
と
記
す
。
第
二
首
の
「
梅
が
や
し
な

ふ
庭
の
う
く
ひ
す
」
と
は
、
光
源
氏
に
養
わ
れ
た
玉
鬘
を
暗
示
し

て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
図
柄
は
、
三
方
を
前
に
座
し
た
男
と
、

彼
に
対
し
て
裳
を
引
い
て
座
る
女
の
後
ろ
姿
で
あ
る
。
二
首
の
狂

歌
に
添
え
ら
れ
た
源
氏
香
図
は
、「
若
菜
」
に
あ
た
る
。

　

上
記
二
例
が
、
宮
中
の
女
房
装
束
を
図
柄
と
し
て
い
る
の
に
対

し
、
次
の
作
品
は
江
戸
時
代
の
女
性
の
姿
で
あ
る
。

・
歌
川
国
貞
画
［
芸
者
と
わ
ら
び
］（
図
９
）

式
部
て
ふ
名
を
そ
し
の
ふ
の
擦
衣
紫
染
る
春
の
さ
わ
ら
ひ　
　
　
　
　
　
　
　

和
竹
亭
素
直

図 ７　魚屋北渓　「上東門院」
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若
草
の
も
ゆ
る
中
に
も
紫
の
色
を
そ
わ
き
て
め
つ
る
早
蕨　
　
　
　
　
　
　
　

東
川
亭
義
成

指
入
る
ヽ
墅
へ
の
早
蕨
す
り
ぬ
ら
ん
紫
匂
ふ
君
が
袖
に
は　
　
　
　
　
　
　
　

東
光
園
秀
丸

　

原
本
に
は
表
題
の
な
い
作
品
で
あ
る
が
、
第
一
首
冒
頭
の
「
式

部
」
と
三
首
に
共
通
し
て
い
る
紫
か
ら
紫
式
部
の
名
を
、
ま
た
第

二
首
の
「
若
草
」
と
「
紫
」
か
ら
は
、若
紫
も
し
く
は
紫
の
上
を
、

さ
ら
に
三
首
共
通
の
早
蕨
か
ら
『
源
氏
物
語
』
第
四
十
八
帖
「
早

蕨
」
巻
が
容
易
に
喚
起
さ
れ
る
。
た
だ
し
「
早
蕨
」
巻
は
、
宇
治

か
ら
匂
宮
に
引
き
取
ら
れ
て
都
住
ま
い
を
す
る
中
の
宮
が
中
心
と

な
っ
て
い
る
。『
源
氏
物
語
』
の
内
容
と
は
、
齟
齬
す
る
狂
歌
で

あ
る
。
図
柄
も
、
裸
足
に
下
駄
履
き
の
江
戸
時
代
の
女
性
が
、
蕨

を
摘
ん
で
歩
く
姿
で
あ
る
。

　

以
上
三
作
品
は
、『
源
氏
物
語
』
に
示
唆
を
受
け
て
い
る
が
、

そ
の
表
現
は
、
必
ず
し
も
物
語
の
内
容
に
密
接
に
繋
が
っ
て
い
な

い
。
江
戸
時
代
の
『
源
氏
物
語
』
享
受
を
背
景
と
し
て
、
さ
ら
な

る
考
察
が
必
要
と
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

図 ８　魚屋北渓　「若菜」
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『
摺
物
』
所
収
作
品
の
う
ち
、『
平
家
物
語｣

を
出
典
と
し
て
い

る
と
思
わ
れ
る
作
品
は
、
次
で
あ
る
。

・
二
代
速
水
春
暁
斎
画
［
人
形
に
箱
］（
図
１０
）

え
ひ
し
れ
て
く
た
ま
く
客
を
を
と
め
子
と
と
も
に
笑
へ
る
雛

た
な
の
桃　
　

松
千
代
女

雛
の
た
な
林
間
な
ら
ぬ
桃
の
も
と
に
な
ら
ひ
し
衛
士
は
白
酒

や
く
む　
　
　

霍
廼
屋

　

原
本
に
表
題
の
つ
い
て
い
な
い
作
品
で
あ
る
。
二
首
の
狂
歌
の

う
ち
第
二
首
は
、『
和
漢
朗
詠
集
上
』「
秋
興
」
の
白
楽
天
の
詩
を

想
起
さ
せ
る
。

林
間
煖
酒
焼
紅
葉　

石
上
題
詩
掃
緑
苔

　

さ
ら
に
『
平
家
物
語
』『
平
家
六
之
巻
紅
葉
」
の
段
で
、
高
倉

天
皇
が
賞
翫
し
て
い
た
紅
葉
の
落
ち
葉
や
枝
等
を
殿
守
の
と
も
の

み
や
つ
こ
が
、
す
っ
か
り
掃
き
清
め
酒
を
温
め
る
薪
と
し
て
し

ま
っ
た
こ
と
を
咎
め
ず
、
却
っ
て
御
感
あ
っ
た
と
い
う
挿
話
も
出

典
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。

さ
ん
ぬ
る
承
安
の
比
お
ひ
、
ご
在
位
の
は
じ
め
つ
か
た
、
御

図 ９　歌川国貞　「芸者とわらび」
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年
十
歳
ば
か
り
に
や
給
ひ
け
ん
、
あ
ま
り
の
紅
葉
を
愛
さ
せ

た
ま
ひ
て
北
の
陣
に
小
山
を
つ
か
せ
、
は
じ
・
か
へ
で
の
色

う
つ
く
し
う
も
み
ぢ
た
る
を
う
へ
さ
せ
て
、
紅
葉
の
山
と
な

づ
け
て
終
日
叡
覧
あ
る
に
、
な
ほ
あ
き
だ
ら
は
せ
給
わ
ず
。

し
か
る
を
あ
る
夜
、
野
分
は
し
た
な
う
ふ
き
て
紅
葉
み
な
吹

ち
ら
し
、
落
葉
す
こ
ぶ
る
狼
藉
な
り
。
殿
守
の
と
も
の
み
や

づ
子
朝
ぎ
よ
め
す
と
て
、
是
を
こ
と
ど
と
く
は
き
す
て
て
げ

り
。
の
こ
れ
る
枝
、
ち
れ
る
木
は
を
か
き
あ
つ
め
て
、
風
す

さ
ま
じ
か
り
け
る
朝
な
れ
ば
、
縫
殿
の
陣
に
て
酒
あ
た
ゝ
め

て
た
べ
け
る
薪
に
こ
そ
し
て
ん
げ
れ
。（
中
略
）
か
し
こ
へ

行
幸
な
っ
て
紅
葉
を
叡
覧
な
る
に
、
な
か
り
け
れ
ば
、「
い

か
に
」
と
御
た
づ
ね
有
に
、
蔵
人
そ
う
す
べ
き
方
は
な
し
。

あ
り
の
ま
ゝ
に
奏
聞
す
。
天
気
こ
と
に
御
心
よ
げ
に
う
ち
ゑ

ま
せ
給
ひ
て
、「
林
間
暖
酒
焼
紅
葉
」
と
い
ふ
詩
の
心
を
ば
、

そ
れ
ら
に
は
た
が
お
し
え
け
る
ぞ
や
、
や
さ
し
う
も
仕
け
る

物
か
な
」
と
て
か
へ
て
御
感
に
預
し
う
え
は
、
あ
へ
て
勅
勘

な
か
り
け
り
。

図１０　二代目速水春暁「人形に箱」
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狂
歌
で
は
、
雛
段
の
衛
士
達
は
、
林
間
に
酒
を
温
め
る
代
わ
り

に
、
桃
の
花
の
下
で
白
酒
を
酌
み
交
わ
す
。

　

第
一
首
の
狂
歌
と
あ
わ
せ
て
、
軍
記
物
『
平
家
物
語
』
の
世
界

を
離
れ
、
女
子
の
節
句
を
祝
う
狂
歌
と
な
っ
て
い
る
。

能
楽
と
狂
歌

　

能
楽
も
摺
り
物
の
題
材
と
な
っ
て
い
る
。『
摺
物
』
に
は
、「
熊

野
」（
作
者
不
明　

三
番
目
物
）・「
猩
猩
」（
作
者
不
明　

五
番
目

物
）・「
箙
の
梅
」（
作
者
不
明　

二
番
目
物
）
の
三
番
が
見
い
だ

さ
れ
る
。

・
魚
屋
北
溪
画
「
熊
野
」（
図
１１
）

鶯
の
歌
の
徳
に
や
ひ
た
出
て
氷
を
水
に
か
へ
る
谷
川　
　

 

桃
契
園
真
友

　

桃
園
連
が
、
北
渓
に
註
文
し
た
「
桃
園
連
番
続
き
」
の
う
ち
の

一
枚
。「
熊
野
」
は
『
平
家
物
語
』
巻
十
に
由
来
し
、「
熊
野
、
松

風
、
米
の
飯
」
と
い
う
俚
諺
が
あ
る
ほ
ど
人
気
の
高
い
作
品
。
平

宗
盛
の
愛
妾
熊
野
は
、
病
気
の
老
母
を
見
舞
う
許
し
を
得
ら
れ

図１１　魚屋北渓「熊野」
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ず
、
花
見
の
供
に
随
う
。
村
雨
に
散
る
花
に
母
の
命
を
想
い
詠
ん
だ
熊
野
の
和
歌
に
、
宗
盛
は
、
そ
の
帰
省
を
許
す
。

　

狂
歌
に
み
る
「
歌
の
徳
」
は
、
熊
野
が
詠
ん
だ
歌

い
か
な
ら
む
都
の
春
も
惜
し
け
れ
ど
馴
れ
し
東
の
花
や
散
る
ら
ん

を
、
指
す
の
だ
ろ
う
。
氷
の
よ
う
で
あ
っ
た
宗
盛
の
心
も
解
け
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
謡
い
に
は
、
熊
野
の
母
の
手
紙
の
中
に
「
老
い

の
鶯
逢
ふ
こ
と
も
、
涙
に
む
せ
ぶ
ば
か
り
な
り
」
と
あ
る
。
鶯
は
、
こ
こ
で
は
熊
野
自
身
と
も
と
れ
る
。
狂
歌
は
、「
熊
野
」
の
筋
の

背
景
が
な
く
と
も
十
分
観
賞
で
き
、
古
典
に
よ
っ
て
さ
ら
に
重
層
的
な
意
味
合
い
を
与
え
ら
れ
て
い
る
典
型
で
あ
る
。

　

図
版
も
忠
実
に
、
東
山
へ
花
見
に
行
く
シ
テ
熊
野
と
花
見
車
が
描
か
れ
て
い
る
。

・
凌
雲
亭
和
海
画
「
猩
猩
」（
図
１２
）

と
そ
酒
に
ひ
た
す
袋
の
色
そ
へ
て
か
ほ
も
は
つ
日
の
か
け
ハ
み
せ
け
り　
　

守
丸
改
凌
雲
亭
和
海

　

和
海
は
、
絵
師
で
あ
る
と
と
も
に
、
狂
歌
の
作
者
で
も
あ
る
。
唐
の
揚
子
江
の
ほ
と
り
に
住
む
孝
行
な
酒
売
り
高
風
の
店
に
、
海
中

に
住
む
猩
猩
が
来
て
、
酒
を
飲
ん
で
舞
い
戯
れ
、
尽
き
る
こ
と
の
な
い
酒
瓶
を
高
風
に
与
え
て
祝
福
す
る
。
摺
物
に
相
応
し
い
本
祝
言

の
一
番
で
あ
る
。
狂
歌
で
は
、
酒
は
屠
蘇
酒
と
な
り
初
日
影
と
続
き
、
正
月
新
春
の
を
祝
し
て
い
る
が
、「
猩
猩
」
に
よ
り
一
層
祝
意

は
深
く
な
る
。
図
柄
は
「
猩
猩
」
専
用
の
笑
み
を
湛
え
た
赤
い
童
顔
の
面
を
つ
け
、
赤
頭
を
被
り
、
上
着
も
袴
も
赤
い
独
特
の
装
束
の

シ
テ
が
、
扇
を
か
ざ
し
、
片
足
を
あ
げ
て
跳
ぶ
姿
を
現
し
て
い
る
。

　

以
上
二
首
は
、
独
立
し
て
観
賞
出
来
る
と
同
時
に
、
図
柄
と
も
ど
も
題
材
と
し
た
能
の
作
品
に
ち
な
む
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
が
、
表

題
と
な
っ
て
い
る
能
の
題
名
は
、
詠
み
込
ま
れ
て
い
な
い
。

こ
れ
に
対
し
能
「
箙
の
梅
」
に
関
連
す
る
二
作
品
は
、
能
の
題
名
が
摺
物
の
表
題
と
は
な
っ
て
い
な
い
が
狂
歌
の
中
に
詠
み
込
ま
れ
て
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い
る
。

・
菊
川
英
山
画
「
春
興
」（
図
１３
）

長
閑
さ
は
四
方
の
気
色
も
三
方
の
日
も
長
熨
斗
と
匂
ふ
梅
香　
　
　
　
　

花
郷
舎
秀
美

春
こ
と
に
え
び
ら
の
梅
の
咲
満
て
霞
の
た
て
や
花
の
魁　
　
　
　
　
　
　

松
暁
舎
可
然

い
つ
く
と
も
春
の
光
は
わ
か
ざ
り
の
わ
ら
や
の
軒
も
匂
ふ
梅

か
香　
　
　

棹
歌
亭
真
楫

能
楽
「
箙
の
梅
」
は
、『
田
村
』『
八
島
』
と
並
ぶ
「
勝
修
羅
三
番
」

の
一
つ
。
源
平
争
乱
の
折
、
生
田
の
森
の
合
戦
で
箙
に
梅
の
枝
を

さ
し
て
笠
印
と
し
て
功
名
を
た
て
た
梶
原
源
太
景
季
の
霊
が
、
旅

の
僧
に
現
れ
て
修
羅
の
苦
患
を
舞
い
回
向
を
請
う
。

狂
歌
は
三
首
と
も
新
春
の
景
物
と
と
も
に
梅
を
歌
っ
て
い
る
。
第

二
首
が
、「
箙
の
梅
」
と
能
の
題
を
詠
み
こ
ん
で
お
り
、「
た
て
」、

「
魁
」
が
「
箙
」
の
縁
語
と
な
っ
て
い
る
。
図
柄
は
第
一
首
に
忠

実
で
、
長
熨
斗
を
乗
せ
た
三
方
と
梅
の
花
で
あ
る
。

・
八
島
岳
亭
画
［
正
月
具
足
開
き
］

図１２　凌雲亭和海「猩猩」
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治
ま
れ
る
御
代
の
具
足
も
け
ふ
ひ
ら
く
時
代
え
ひ
ら
の
梅
か

か
つ
い
ろ　

櫻
尋
亭
枝
折

　

狂
歌
で
は
、「
具
足
」「
か
つ
」
が
「
箙
」
の
縁
語
と
な
っ
て
い

る
。
天
下
泰
平
の
春
を
祝
う
趣
旨
と
思
わ
れ
る
。
図
柄
は
、
正
月

に
飾
っ
て
い
る
鎧
甲
で
あ
る
。
狂
歌
に
密
接
な
図
柄
で
あ
る
が
、

能
の
舞
台
と
の
関
連
は
み
い
だ
せ
な
い
。

　

以
上
、
能
が
狂
歌
に
取
り
込
ま
れ
る
場
合
は
、
そ
の
題
名
を
詠

み
込
ん
で
全
く
別
の
内
容
と
す
る
か
、
も
し
く
は
、
謡
曲
の
内
容

を
歌
い
込
み
、図
柄
も
舞
台
を
画
く
、二
通
り
が
『
摺
物
』
で
は
、

確
か
め
ら
れ
た
。

中
国
古
典
と
狂
歌

　

次
に
中
国
の
古
典
か
ら
の
出
典
の
例
を
あ
げ
て
お
く
。

・
魚
屋
北
渓
画
『
蒙
求
』「
呂
望
」

文
王
は
よ
き
初
夢
に
入
り
て
よ
り
他
へ
は
な
さ
し
と
ち
か
ふ

呂
望
子　
　
　

南
亭

　
『
蒙
求
』
は
、漢
文
を
学
ぶ
た
め
の
児
童
用
の
教
科
書
と
し
て
、

図１３　菊川英山「春興」
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唐
代
の
李
翰
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
。
上
代
か
ら
南
北
朝
ま
で
の

書
籍
に
基
づ
く
歴
史
教
訓
書
で
あ
る
。
す
で
に
平
安
時
代
か
ら
日

本
で
も
使
用
さ
れ
て
い
た
。
江
戸
時
代
は
、
さ
ら
に
刊
本
も
編
纂

さ
れ
広
く
知
ら
れ
た
書
物
で
あ
る
。
狂
歌
は
、
文
王
が
隠
逸
の
賢

者
呂
望
を
見
い
だ
す
周
知
の
物
語
を
そ
の
ま
ま
語
っ
て
い
る
。
図

柄
も
、
釣
り
糸
を
垂
れ
る
長
髭
の
太
公
望
と
そ
の
傍
ら
に
威
儀
を

正
し
て
佇
む
文
王
で
あ
る
。
狂
歌
も
図
柄
も
、
表
題
に
添
っ
て
い

る
。
随
っ
て
、
翻
訳
の
詩
と
し
て
は
、
独
立
し
が
た
く
解
説
が
不

可
欠
と
な
っ
た
。

・
魚
屋
北
渓
画
『
蒙
求
』「
毛
寶
」（
図
１４
）

万
代
の
春
に
け
ふ
よ
り
の
り
出
さ
ん
亀
を
い
の
ち
の
親
船
に

し
て　
　

芬
々
館
梅
凮

　

一
首
は
、『
蒙
求
』
に
語
ら
れ
る
毛
寶
と
白
亀
の
逸
話
に
よ
る
。

晋
代
の
勇
将
毛
寶
は
、
長
江
の
ほ
と
り
邾
城
を
守
っ
て
い
た
が
、

敵
軍
に
包
囲
さ
れ
、
多
勢
に
無
勢
、
つ
い
に
敗
れ
て
城
は
陥
落
し

た
。
毛
寶
は
、
流
れ
に
飛
び
込
み
自
殺
を
図
っ
た
が
、
子
供
の
頃

に
救
っ
た
白
亀
が
、
大
亀
と
な
っ
て
現
れ
そ
の
背
に
乗
せ
て
対
岸

図１４　魚屋北渓「蒙求　毛賓」
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へ
渡
し
て
く
れ
た
こ
と
に
よ
り
救
わ
れ
た
。『
晋
書
』に
よ
れ
ば
、３
３
９
年
に
敗
死
し
て
い
る
毛
寶
で
あ
る
が
、こ
の
亀
の
恩
返
し
は
、

『
蒙
求
』
に
収
め
ら
れ
た
た
め
広
く
知
ら
れ
て
い
た
。
一
首
は
、『
蒙
求
』
の
逸
話
を
、
そ
の
ま
ま
狂
歌
と
し
て
お
り
、
さ
ら
に
「
万
代

の
春
」
と
祝
意
を
歌
っ
て
い
る
。
大
亀
に
乗
っ
た
若
い
武
将
を
画
く
図
柄
と
と
も
に
一
作
品
と
な
っ
て
い
る
。

　

両
作
品
の
狂
歌
は
、
出
典
の
古
典
と
極
め
て
密
接
な
た
め
、
独
立
し
た
作
品
と
し
て
は
鑑
賞
し
が
た
い
。
出
典
に
忠
実
な
図
柄
と
と

も
に
鑑
賞
さ
れ
、
翻
訳
の
場
合
に
は
適
切
な
解
説
が
必
要
な
作
品
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

　

以
上
二
作
品
に
対
し
、
中
国
古
典
か
ら
題
材
を
取
り
な
が
ら
、
よ
り
独
立
性
の
強
い
狂
歌
も
あ
る
。

・
魚
屋
北
溪
画
「
八
駿｣

名
馬
番
続
。（
図
１５
）

む
ら
さ
き
の
霞
の
手
綱
春
の
日
の
あ
し
毛
の
駒
の
か
け
て
の
ど
け
き　
　
　
　
　
　

青
松
耬
久
丸

す
へ
ら
き
も
千
代
の
た
め
し
に
ひ
く
馬
野
の
子
の
日
の
小
松
鞭
に
か
も
似
る　
　
　

西
来
居

　

八
駿
と
は
、
中
国
古
代
武
王
が
所
有
し
て
い
た
と
さ
れ
る
伝
説
上
の
八
頭
の
名
馬
の
称
で
あ
る
。

　

一
首
目
の
狂
歌
は
、「
あ
し
毛
の
駒
」
と
明
白
に
馬
を
詠
み
込
ん
で
い
る
が
、
必
ず
し
も
出
典
の
知
識
を
必
要
と
し
な
い
。
さ
ら
に
、

二
首
目
の
狂
歌
は
、
直
接
馬
に
は
触
れ
て
い
な
い
。
舞
台
も
中
国
を
離
れ
、
日
本
の
宮
中
の
風
習
で
あ
る
子
の
日
の
小
松
引
き
を
主
題

と
し
て
「
曳
馬
野
」（
遠
州
地
方
）
と
地
名
に
馬
を
織
り
込
み
、
馬
の
縁
語
で
あ
る
鞭
を
使
っ
て
題
材
の
馬
を
暗
示
し
て
い
る
。

　

一
方
図
柄
は
、
葦
毛
の
馬
と
大
陸
風
の
衣
装
を
纏
っ
た
人
物
が
描
か
れ
て
お
り
、
出
典
や
第
一
首
の
内
容
に
近
く
な
っ
て
い
る
。

　

中
国
古
典
を
出
典
と
し
な
が
ら
も
、
表
題
以
外
に
は
、
狂
歌
も
図
柄
も
関
連
性
が
一
見
薄
く
、
よ
り
詳
細
な
解
釈
の
必
要
な
作
品
も

『
摺
物
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

・
魚
屋
北
溪
画
「
朱
壽
昌
」（
図
１６
）
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春
に
あ
ふ
う
れ
し
さ
と
花
や
わ
ら
ふ
ら
む
う
た
の
お
や
て
ふ

な
に
わ
つ
の
う
め　

福
海
庵
浪
芳

五
十
音
こ
ヽ
よ
か
し
こ
と
か
な
か
く
し
母
字
た
つ
ぬ
る
春
雨

の
宿　

福
宝
園
直
人

　

表
題
「
朱
壽
昌
」
は
、画
面
上
方
左
に
朱
印
で
記
さ
れ
て
い
る
。

　

朱
壽
昌
（
１
０
１
４
─
１
０
８
３
）
は
、
宋
代
の
人
。『
宋
史
』

巻
二
「
列
伝
第
二
一
五
孝
義
」
に
よ
れ
ば
、
幼
少
時
に
行
方
知
ら

ず
と
な
っ
た
母
親
を
、
官
職
を
捨
て
長
年
懸
け
て
尋
ね
だ
し
た
。

元
代
郭
居
敬
編
纂
『
二
十
四
孝
子
』
の
一
人
と
し
て
日
本
に
も
知

ら
れ
て
い
た
。
第
一
首
の
本
歌
は
、『
古
今
集
』
仮
名
序
に
お
い

て
和
歌
の
六
義
の
第
一
そ
へ
歌
の
例
と
し
て
ひ
か
れ
る
歌
で
あ

る
。

な
に
わ
つ
に
咲
く
や
こ
の
花
冬
ご
も
り
今
は
春
べ
と
咲
く
や

こ
の
花

狂
歌
は
、
朱
壽
昌
の
母
親
探
索
に
は
直
接
言
及
し
て
い
な
い
が
、

「
あ
ふ
」「
う
れ
し
さ
」「
お
や
」
と
朱
壽
昌
が
老
母
に
会
え
た
歓

び
を
暗
示
し
て
い
る
。

図１５　魚屋北渓「八駿」
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第
二
首
「
母
字
た
ず
ぬ
る
」
は
、
狂
歌
の
「
仮
名
反
」
に
お
け

る
父
字
・
母
字
の
母
字
を
さ
す
。
五
十
音
図
の
縦
の
行
を
父
字
で

示
し
横
の
行
を
母
字
で
示
し
、
一
つ
の
仮
名
を
表
す
方
法
で
あ

る
。
四
方
赤
良
編
『
狂
歌
は
ま
の
き
さ
ご
』
に
は
、
以
下
の
よ
う

に
説
明
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。

仮
名
反

一
頭
字
を
父
字
と
い
ひ
下
の
字
を
母
字
と
い
ふ
父
字
堅
に
行

母
字
横
に
行
父
母
行
合
所
の
字
か
へ
し
字
な
り
た
と
へ
ば　

ぐ
え
ん
じ
源
氏　

ほ
く
え
経
ほ
け
き
ゃ
う　

く
の
字
父
字
に
て
た

て
に
行
く
え
の
字
母
字
に
て
横
に
行
合
と
こ
ろ
の
字
け
の
字

也
く
え
の
か
へ
し
け
と
い
ふ
も
じ
な
れ
ば
ぎ
え
ん
じ
は
具
園

児
は
原
詩
補
苦
役
伽
右
派
法
華
経
な
り

し
か
す
か
に
さ
す
が　

し
の
字
父
字
か
の
字
母
字　

か
へ
し
さ

の
字
な
り
。
し
か
す
る
は
さ
す　
　

が
と
な
る
な
り
。

同
行
二
父
母
字
あ
る
時
は
横
は
父
字
堅
は
母
字
へ
反
る
な

り
。

　

第
二
首
も
、朱
壽
昌
の
母
親
探
索
に
は
直
接
言
及
し
な
い
。「
母
」

図１６　魚屋北渓「朱壽昌」
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「
た
つ
ぬ
る
」
で
、
母
親
探
し
を
、「
こ
こ
よ
か
し
こ
よ
」
で
探
索
の
困
難
を
暗
示
し
て
い
る
。

　

一
方
図
柄
も
、
朱
壽
昌
の
生
き
た
宋
代
中
国
と
は
全
く
関
係
の
な
い
摺
物
製
作
当
時
の
江
戸
時
代
の
女
性
の
姿
を
描
い
て
い
る
。
当

作
品
に
お
い
て
は
、
表
題
・
狂
歌
・
図
柄
が
さ
ら
に
日
中
の
古
典
と
相
ま
っ
て
一
作
品
を
な
し
て
い
る
。「
仮
名
反
」
と
い
う
特
殊
な

習
慣
を
扱
っ
た
第
二
首
は
、
同
時
代
の
狂
歌
師
に
は
、
当
然
の
理
で
趣
向
を
理
解
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
翻
訳
に
際
し
て
は
解
説
が

必
要
と
さ
れ
る
。

・
本
歌
取
り
と
狂
歌

　

和
歌
の
一
種
で
あ
る
狂
歌
が
、和
歌
の
技
法
の
一
つ
で
あ
る
本
歌
取
り
を
踏
襲
す
る
の
は
、当
然
で
あ
ろ
う
。
天
明
七
年（
一
七
八
七
）

写
本
朱
楽
管
江
著
『
狂
歌
大
体
』
に
は
、
本
歌
取
り
に
つ
き
次
ぎ
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る（

（1
（

　

一
歌
は
何
題
に
て
も
祝
の
心
あ
る
か
よ
ろ
し
本
哥
を
と
る
と
も
不
吉
の
う
た
は
と
る
へ
か
ら
す

　
『
摺
物
』
所
収
の
狂
歌
も
こ
の
教
え
が
守
ら
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
本
歌
取
り
の
例
は
多
い
が
、
こ
こ
で
は
ま
ず
『
百
人
一
首
』

か
ら
本
歌
を
と
っ
た
も
の
を
例
と
し
て
あ
げ
て
お
く
。
江
戸
時
代
の
『
百
人
一
首
』
普
及
の
証
左
に
も
な
る
か
ら
で
あ
る
。

・
溪
斎
英
泉
画
［
屠
蘇
に
馬
の
盃
］（
図
１７
）

屠
蘇
い
は
ふ
元
日
二
日
み
か
の
原
わ
き
て
め
で
た
き
玉
の
初
春　
　

碌
碌
斎
短
綆

本
歌
は
、『
新
古
今
和
歌
集
』
恋
一
９
９
６
、『
百
人
一
首
』
撰
入
歌
。

（
本
歌
）
み
か
の
原
わ
き
て
流
る
る
い
づ
み
川
い
つ
み
き
と
て
か
恋
し
か
る
ら
む　

中
納
言
兼
輔

本
歌
の
山
科
泉
川
北
部
の
地
名
瓶
原
は
、
碌
碌
斎
の
狂
歌
で
は
、
元
日
二
日
三
日
と
続
け
る
と
と
も
に
，
酒
を
醸
造
す
る
瓶
（
み
か
）
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と
掛
詞
と
な
っ
て
お
り
屠
蘇
の
縁
語
と
な
る
。
図
柄
は
、
お
そ
ら

く
屠
蘇
の
入
っ
て
い
る
瓢
箪
に
午
年
に
ち
な
ん
だ
馬
の
絵
の
盃
で

あ
る
。

・
柳
々
居
辰
斎
画
［
珪
石
に
鳥
籠
、
富
士
の
茶
箪
笥
］

誰
を
か
も
知
る
人
に
せ
ん
と
高
砂
の
松
を
子
の
日
の
引
き
合

わ
せ
け
り　
　
　

得
月
耬
丘
守

　

本
歌
は
、『
古
今
集
』
雑
上
９
０
９
、『
百
人
一
首
』
撰
入
歌
。

（
本
歌
）
誰
を
か
も
知
る
人
に
せ
ん
高
砂
の
松
も
昔
の
友
な
ら
な

く
に　
　

藤
原
興
風

上
の
句
の
最
後
を
変
え
た
だ
け
で
、
さ
ら
に
子
の
日
の
松
に
続
け

て
い
る
。
図
柄
は
歳
旦
の
挨
拶
に
相
応
し
く
、
箱
か
ら
出
し
た
珪

石
・
鳥
籠
の
・
茶
箪
笥
の
絵
の
富
士
・
盆
栽
の
梅
・
庭
の
竹
が
、

描
か
れ
て
い
る
。
松
竹
梅
の
内
、
松
は
狂
歌
に
よ
っ
て
補
わ
れ
て

い
る
趣
向
で
あ
ろ
う
か
。

・
魚
屋
北
溪
［
花
見
の
舞
］

去
年
以
来
待
こ
し
人
の
山
さ
く
ら
ね
に
か
へ
ら
な
ハ
花
も
う

ら
ま
ぬ　
　
　
　

芬
々
亭
花
翁

図１７　渓斎英泉「屠蘇に馬の盃」



36

「
根
に
か
へ
る
」
の
参
考
と
し
て
『
和
漢
朗
詠
集
』
所
収
出
典
未
詳
の
次
の
対
句
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

花
悔
帰
根
無
益
悔　

鳥
期
入
谷
定
延
期　
　

藤
滋
藤

ま
た
、
こ
の
対
句
自
体
が
老
子
「
夫
れ
物
は
藝
藝
と
し
て
、
各
ま
た
そ
の
根
に
か
へ
る
」
に
基
づ
く
と
も
さ
れ
る（

（2
（

。

む
す
び

　

摺
物
が
盛
ん
に
作
ら
れ
た
の
は
、
江
戸
中
期
か
ら
末
期
で
あ
る
。

　
『
摺
物
』所
収
作
品
に
限
っ
た
例
で
は
あ
る
が
、江
戸
町
人
文
化
の
典
型
の
一
つ
と
み
な
さ
れ
が
ち
な
狂
歌
が
、古
典
文
学
ひ
い
て
は
、

上
方
お
よ
び
宮
中
の
文
化
と
深
い
関
連
性
を
持
っ
て
い
る
こ
と
は
、
確
か
め
ら
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
摺
物
製
作
当
時
、
儒
学

の
影
響
に
よ
り
中
国
古
典
の
浸
透
が
進
み
、
国
学
の
興
隆
に
よ
り
日
本
古
典
へ
の
関
心
が
た
か
ま
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
の
関

連
性
が
、
多
岐
に
渡
る
こ
と
も
窺
え
た
と
思
う
。

　

翻
訳
と
の
関
連
で
い
え
ば
、
出
典
と
の
関
係
が
密
で
あ
る
場
合
、
物
語
性
の
強
弱
に
よ
っ
て
一
首
の
観
賞
の
独
立
性
も
異
な
っ
て
き

た
。
独
立
性
の
高
い
作
品
ほ
ど
、
翻
訳
し
た
場
合
解
説
を
要
せ
ず
に
観
賞
で
き
る
。
し
か
し
、
そ
の
背
後
に
あ
る
日
本
や
東
洋
文
化
か

ら
は
、
離
れ
て
し
ま
う
危
険
が
伴
っ
た
。

　

今
回
の
試
み
に
よ
り
、
翻
訳
に
際
し
て
の
出
典
理
解
の
重
要
性
が
再
確
認
さ
れ
、
翻
訳
の
限
界
を
認
識
し
た
う
え
で
の
作
業
の
あ
り

方
を
鑑
み
る
機
会
と
な
っ
た
事
を
記
し
て
む
す
び
と
し
た
い
。

　

な
お
、
参
考
ま
で
に
、
引
用
し
た
狂
歌
の
フ
ラ
ン
ス
語
訳
の
一
部
を
注
の
最
後
に
掲
げ
て
お
く
。
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注（
1
）	Texites Geneviève A

itken, T
raduction des poèm

es Y
um

iko T
akagi, A

vec la collaboration de Fondation Jerzy Lescozicz T
oshiko 

K
aw

akane T
résors de l'estem

pe japonaise SU
R

IM
O

N
O

, In fine, novem
bre 2019.

（
２
）	図
柄
の
み
の
作
品
は
以
下
で
あ
る
。

	

歌
川
廣
重
画
［
飛
鶴
］・
柳
々
斎
辰
斎
画
［
紅
梅
に
雪
］・
八
島
岳
亭
画
［
戦
国
武
将
本
多
忠
勝
］・
葛
飾
北
斎
画
［
雛
祭
り
の
飾
り
］・
歌
川
國
貞
画
［
七

代
目
市
川
団
十
郎
の
曽
我
五
郎
］（
羽
子
板
）。

（
３
）	『
摺
物
』
収
録
の
番
組
表
は
以
下
で
あ
る
。

	

菱
川
宗
理
画
［
冨
士
田
］（
図
１８
）

	

魚
屋
北
渓
画
［
千
穐
萬
歳
］（
浄
瑠
璃
・
長
唄
・
囃
子
・
踊
子
・
義
太
夫
の
上
演
案
内
）

	

勝
川
春
英
画
「
番
組
」
富
本
節

	

葛
飾
北
斎
画
「
番
組
」
富
本
節

	

鳥
居
清
長
画
［
富
本
総
連
中
催
し
］。

（
４
）	歌
川
廣
重
画
［
正
月
］
十
七
首
。・
歌
川
廣
重
画
［
七
代
目
市
川
團
十
郎
の
朝
日
奈
三
郎
］
六
十
六
首
・
鳥
居
清
長
画
［
富
本
総
連
中
催
し
］
俳
諧
十
八

句
等
で
あ
る
。

（
５
）	歌
川
國
丸
画
［
踊
る
子
猿
］・
柳
々
居
辰
斎
［
晴
れ
着
の
娘
に
白
兎
］（
図
１９
）
等
。

（
６
）	天
明
三
年
四
月
以
降
刊
・
編
年
月
不
明
普
栗
釣
方
編
「
狂
歌
知
足
振
」（
江
戸
狂
歌
本
選
集
刊
行
会
編
『
江
戸
狂
歌
本
選
集
』
第
十
五
巻
（
東
京
堂
出
版
、

二
〇
〇
七
年
一
二
月
））
参
照
。
同
書
に
は
編
纂
者
の
知
る
と
こ
ろ
の
以
下
の
連
と
連
中
の
名
称
を
列
記
し
て
い
る
。
小
石
川
連
・
朱
楽
連
・
吉
原
連
・

堺
丁
連
・
芝
連
・
本
丁
連
・
四
方
連
。

（
７
）	歌
川
廣
重
画
［
正
月
］。
弘
化
未
の
春
（
１
８
４
７
）
の
作
品
。

（
８
）	八
島
岳
亭
画
［
官
女
に
桜
］。
色
紙
版
縦
二
枚
続
き
と
な
っ
て
い
る
。
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（
９
）	『
摺
物
』
に
一
部
の
み
収
録
さ
れ
て
い
る
組
み
物
は
以
下
で
あ
る
。

	

八
島
岳
亭
画
「
久
方
屋
古
市
を
ど
り
」。
五
枚
組
の
内
一
枚
が
、
収
録
。

	

魚
屋
北
溪
画
「
三
国
志
」。「
京
」「
桃
園
結
妓
」。
江
戸
・
京
・
大
坂
の

名
妓
を
比
べ
た
三
枚
一
組
の
内
「
京
」
の
み
が
収
録
。

	

魚
屋
北
渓
画「
花
見
五
番
続
」。男
子
一
名
女
子
四
名
に
よ
る
花
見
の
図
。

五
枚
一
組
の
内
、
男
子
と
女
子
二
名
計
三
枚
が
『
摺
物
』
に
収
録
。

	

二
代
目
葛
飾
戴
斗
画
［
鳥
追
歌
］。
雪
月
花
三
枚
組
み
の
内
雪
一
枚
が
収

録
。

	

歌
川
豊
國
画
［
五
代
目
瀬
川
菊
之
丞
の
う
ら
さ
と
］。
二
枚
組
み
の
内
一

枚
が
『
摺
物
』
に
収
録
。

	

葵
岡
溪
栖
画
「
北
条
時
政｣

。
弁
財
天
と
二
枚
一
組
の
内
、「
時
政
」
の

み
収
録
。

	

歌
川
國
貞
画
［
七
代
目
市
川
団
十
郎
］。「
見
立
て
役
者
絵
五
枚
続
き
春

興
狂
歌
摺
物
』
五
枚
組
の
内
の
一
枚
が
収
録
。

（
１０
）	「
元
禄
歌
仙
貝
合
」
は
、
文
政
四
年
（
１
８
２
１
）、
四
方
側
が
、
浮
世

絵
師
葛
飾
北
斎
に
依
頼
し
た
全
三
十
六
枚
の
作
品
群
で
あ
る
。
こ
の
内

『
摺
物
』
に
蒐
集
さ
れ
て
い
る
の
は
、
以
下
の
八
枚
で
あ
る
。

	
「
み
や
こ
貝
」・「
紫
貝
」・「
あ
わ
び
」・「
梅
の
花
貝
」・「
さ
く
ら
貝
」・「
み

な
せ
貝
」・「
ち
く
さ
貝
」・「
な
で
し
こ
貝
」。

（
１１
）	文
政
四
年
（
１
８
２
１
）、「
元
禄
歌
仙
貝
合
」
の
成
功
に
気
を
よ
く
し

図１８　菱川宗理「富士田」
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た
二
代
秋
長
堂
物
簗
・
二
代
森
羅
亭
万
象
代
表
と
す
る
四
方
側
は
、
文

政
五
年
（
１
８
２
２
）、
再
び
浮
世
絵
師
葛
飾
北
斎
に
「
馬
尽
」
依
頼
し

た
。
こ
れ
も
全
三
十
枚
の
作
品
群
で
あ
る
。
こ
の
内
『
摺
物
』
に
蒐
集

さ
れ
て
い
る
の
は
、
以
下
の
九
枚
、
そ
の
う
ち
最
後
の
三
枚
は
、
図
柄

が
続
い
て
一
組
み
と
な
っ
て
い
る
。

	

　
「
馬
蹄
石
」・「
駒
鳥
」・「
初
午
詣
」・「
馬
貝
」・「
木
馬
」・「
綿
繰
馬
」・

「
駒
止
石
」・「
御
厩
河
岸
」・「
駒
形
堂
」。

	

　

浅
井
秀
剛
「
摺
物
「
元
禄
歌
仙
貝
合
」
と
「
馬
尽
」
を
め
ぐ
っ
て
」（
浅

井
秀
剛
・
吉
田
伸
之
編
『
浮
世
絵
を
よ
む　

４　

北
斎
』
朝
日
新
聞
社　

一
九
九
八
年
）
参
照
。

（
１２
）	『
摺
物
』
所
収
の
歌
舞
伎
役
者
を
主
題
と
し
た
作
品

	

歌
川
廣
重
画
［
五
代
目
岩
井
半
四
郎
の
お
た
ふ
く
］

	

歌
川
廣
重
画
［
七
代
目
市
川
團
十
郎
の
朝
日
奈
三
郎
］

	

歌
川
廣
重
画
［
七
代
目
市
川
團
十
郎
の
源
太
と
三
代
目
市
川
門
之
輔
の

千
鳥
］

	

勝
川
春
亭
画
［
春
詠　

草
摺
引
の
額
］

	
窪
俊
満
画
［
三
代
目
板
東
三
津
五
郎
の
山
川
白
酒
売
り
］

	
窪
俊
満
画
［
三
代
目
中
村
歌
右
衛
門
二
代
目
澤
村
田
之
助
と
吉
原
の
遊

女
］

	

窪
俊
満
画
［
三
代
目
板
東
三
津
五
郎
］

図１９　柳々居辰斎「晴れ着の娘に白兎」



40
	

歌
川
豊
國
画
［
五
代
目
瀬
川
菊
之
丞
の
う
ら
さ
と
］

	
歌
川
豊
國
画
［
六
代
目
市
川
海
老
蔵
の
奴
］

	
歌
川
豊
國
画
「
四
代
目
木
場
団
十
郎
」

	

歌
川
豊
國
画
［
元
祖
才
牛
団
十
郎
］

	

歌
川
國
丸
画
［
七
代
目
市
川
団
十
郎
の
平
景
清
］

	

歌
川
國
貞
画
［
七
代
目
市
川
団
十
郎
の
曽
我
五
郎
］

	

歌
川
國
貞
画
［
七
代
目
市
川
団
十
郎
の
大
伴
黒
主
］

	

歌
川
國
貞
画
［
七
代
目
市
川
団
十
郎
の
山
賊
岩
窟
の
五
朗
蔵
］

	

歌
川
國
貞
画
［
三
代
目
板
東
三
津
五
郎
の
駕
籠
か
き
の
治
郎
実
は
音
宮
の
霊
と
五
代
目
岩
井
半
四
郎
の
治
郎
］

	

歌
川
國
貞
画
［
七
代
目
市
川
団
十
郎
の
碓
井
貞
光
］

	

歌
川
國
貞
画
［
七
代
目
市
川
団
十
郎
の
不
動
明
王
］

	

歌
川
國
貞
画
［
七
代
目
市
川
団
十
郎
の
曽
我
五
郎
］（
羽
子
板
）

	

歌
川
國
貞
画
［
七
代
目
市
川
団
十
郎
の
曽
我
五
郎
と
近
江
の
お
兼
］

	

歌
川
國
貞
画
［
四
代
目
小
佐
川
常
与
］

	

歌
川
國
貞
画
［
七
代
目
市
川
団
十
郎
］

	

特
に
『
摺
物
』
に
も
初
代
と
四
代
が
所
収
さ
れ
て
い
る
初
代
か
ら
七
代
ま
で
の
市
川
團
十
郎
大
首
絵
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
論
考
を
参
照
に
さ
れ
た
い
。

	

工
藤
い
ず
み
「
歌
川
豊
國
筆
「
揃
物
市
川
團
十
郎
舞
台
似
顔
絵
に
つ
い
て
」
九
州
大
学
リ
ポ
ジ
ト
リ

（
１３
）	年
不
明
四
世
絵
馬
屋
額
輔
著
『
狂
歌
人
物
誌
』（
江
戸
狂
歌
本
選
集
刊
行
会
編
『
江
戸
狂
歌
本
選
集
』
第
十
五
巻
（
東
京
堂
出
版
、
二
〇
〇
七
年
一
二
月
）

（
１４
）	『
摺
物
』
収
録
以
外
の
岳
亭
春
信
画
「
本
朝
二
十
四
孝
」
は
、
以
下
で
あ
る
。

	

「
大
蔵
右
馬
頭
頼
房　

太
平
記
評
」・「
薩
摩
福
依
売　

文
徳
実
録
」・「
丈
部
三
子　

続
日
本
紀
」・「
小
野
篁　

文
徳
実
録
」・「
信
濃
孝
児　

沙
石
集
」・「
伴
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直
家
主　

続
日
本
後
紀
」・「
曽
我
兄
弟　

曽
我
物
語
」・「
吉
備
兄
姫　

日
本
紀
」・「
北
条
泰
時　

東
鏡
」・「
左
紀
氏
直
氏
女　

続
日
本
紀
」・「
仁
徳
天
皇

日
本
紀
」・「
養
老
孝
子　

十
訓
鈔
」・「
後
三
条
院　

古
事
談
」・「
丹
生
弘
吉　

三
代
実
録
」・「
小
松
重
盛　

平
家
物
語
」・「
日
野
阿
新
丸　

太
平
記
」。

	

岳
亭
春
信
「
本
朝
二
十
四
孝
」
に
先
行
し
て
、
葛
飾
北
斎
も
「
二
十
四
孝
」
揃
物
を
製
作
し
て
い
る
。

（
１５
）	服
藤
早
苗
『
平
安
朝
の
母
と
子
』（
中
公
新
書
、
中
央
公
論
社
、
一
九
九
六
年
九
月
三
十
日
）。

（
１６
）	古
田
紹
欽
「
中
世
禅
林
に
お
け
る
女
性
の
入
信
」https://w

w
w

.jstage.jst.go.jp/article/ibk1952/26/1/26_1_1/_pdf/-char/ja

（
１７
）	山
田
忠
雄
校
訳
『
櫻
史
』
山
田
孝
雄
著
（
講
談
社
学
術
文
庫
、
講
談
社
、
一
一
九
〇
年
三
月
十
日
）

（
１８
）	江
戸
狂
歌
本
選
集
刊
行
会
編
『
江
戸
狂
歌
本
選
集
』
第
十
五
巻
（
東
京
堂
出
版
、
二
〇
〇
七
年
一
二
月
。

（
１９
）	注
（
１８
）
既
掲
書
。

（
２０
）	日
本
古
典
文
学
大
系
73
川
口
久
雄
・
志
田
延
義
校
注
『
倭
漢
朗
詠
集
梁
塵
秘
抄
』（
岩
波
書
店
、
一
九
八
一
年
十
一
月
）

　

図
版
は
全
て
レ
ス
コ
ヴ
ィ
ッ
チ
財
団
提
供
に
よ
る
。

	

・
フ
ラ
ン
ス
語
訳
の
例

	

も
も
敷
の
大
宮
人
も
鶯
の
う
た
に
せ
は
し
き
春
の
こ
の
こ
ろ

	
M

êm
e les nobles

	
D

'un grand palais

	
Se pressent

	
A

u chant d'une fauvette

	
En ces jours de printem

ps

	

ふ
く
引
に
ふ
と
と
り
得
た
る
お
多
福
や
ふ
え
を
ふ
か
せ
て
ふ
り
も
よ
く
舞
ふ



	
La "fem

m
e du bonheur"

	
Q

ue j'ai gagnée 

	
A

 la loteire

	
Joue de la flûte

	
Et danse bien

	

咲
る
か
ら
草
む
ら
を
す
ら
此
花
は
も
こ
ら
ず
を
ら
む
さ
く
ら
か
る
け
さ

	
Ce m

atin, nous coueillons

	
T

outes les fleurs épanouisses

	
D

e la plaine

	
Et aussi

	
Celles du cerisier

	

去
年
以
来
待
こ
し
人
の
山
さ
く
ら
ね
に
か
へ
ら
な
ハ
花
も
う
ら
ま
ぬ

	
Les cerisier de la m

ontagne attend

	
D

epuis l'année dernière

	
Si avant son arrivée

	
Ses fleurs tom

bent et se font racines

	
Elles-m

êm
es le regretteront




